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ジャ
ンル

主
体
報告
課名 サービス名 実施団体名 対象地域 生活課題 サービス内容 対象者

高
齢
者

地
域

社
協

赤坂ふれあい
サロン（ミニ
サロン含む）

赤坂福祉会 赤坂自治会
内

地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。

年４～５回、赤坂自治会
館を利用し、ふれあいサ
ロンを通じて交流を図
る。その他に小地域ネッ
トワーク活動で高齢者の
見守り、住民全般を対象
としパソコンの操作方法
を通じて住民交流を図る
「パソコンさろん」等を
実施。

自治会内の
６５歳以上
高齢者。
「パソコン
さろん」は
自治会員全
般対象。

高
齢
者

団
体

社
協

ふれあいいき
いきサロン

あじさいサー
クル

上砥山（上
向・下向・
川南）

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月３回、上砥山公民館を
利用し、地域高齢者を中
心に交流を図る。

年齢制限無
し

高
齢
者

団
体

社
協

安養寺東いき
いきふれあい
サロン

安養寺東自治
会

安養寺東自
治会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月１回、安養寺東自治会
館を利用し、レクリエー
ション、茶話会などによ
り交流を図る。

自治会内の
６５歳以上
高齢者

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

いきいきサロ
ン海老川

いきいきサロ
ン海老川

海老川自治
会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月１回、海老川自治会館
を利用し、レクリエー
ション、茶話会などによ
り交流を図る。

自治会内全
住民

子
育
て
支
援

地
域

社
協

子育てサロン 自治会
（青少年育成
部会）

ルモンタウ
ン自治会内

子育て支援。 月２回（基本は第１月
曜、第３土曜）に、コ
ミュニティセンターで外
部の活動実践者を招いて
の学びの場（絵本の読み
聞かせ、人形劇、リズム
遊び）を提供。
他、地域の子育て中の母
親と子どもの交流、ふれ
あい遊びを実施。

地域の子育
て中の母親
と子ども

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

上鈎ネット
ワーク活動

上鈎自治会 上鈎自治会
内

地域における高
齢者、障害者等
の見守り。

友愛訪問活動。また年３
回程度ミニデイサービス
実施。

自治会内の
高齢者、障
害者など

子
育
て
支
援

地
域

社
協

上鈎ふれあい
学級

上鈎自治会、
老人クラブ

上鈎自治会
内

地域における子
どもの健全育成

夏休みや冬休み期間に自
治会役員や老人クラブの
方が地域の子どもに伝承
遊びなどを通じて、子ど
もとの交流を図る。

自治会内の
小学生以下
の児童

高
齢
者

地
域

社
協

たのしみサロ
ン

上鈎長寿会 上鈎自治会
内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月１回、上鈎公民館を利
用し、健康体操、茶話会
などにより交流を図る。

自治会内の
６０歳以上
の高齢者

高
齢
者

団
体

社
協

大橋ふれあい
サロン

大橋ふれあい
サロン世話人
会

大橋自治会
内

地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。

月１回、大橋公民館を利
用し、レクリエーショ
ン、歌、茶話会などによ
り交流を図る。

自治会内の
６０歳以上
高齢者

 資料１：住民、ＮＰＯ等による地域福祉活動と支援策の現状

１．地域における福祉サービスの取り組み
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高
齢
者

地
域

市
民
活
動

小柿１区ふれ
あいサロン

自治会
（福祉推進部
会）

小柿１区
（ゆうあい
の家）

ふれあい交流の
場所提供。
引きこもり防
止。

月１回（第２水曜日）
に、イス体操やゲーム、
茶話会などを実施。

自治会内の
６５歳以上
高齢者

高
齢
者

団
体

社
協

ふれあいいき
いきサロン

興人団地年輪
会

小柿２区 地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月２回、興人団地内自治
会館を利用し、ボラン
ティア活動を通して交流
を図る。

自治会内の
高齢者

高
齢
者

地
域

社
協

ふれあいサロ
ン

老人クラブ 小柿４区自
治会内

高齢化。 月１回（毎月１日）に軽
体操や茶話会を自治会館
で実施。

地域高齢者

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

小野いきいき
サロン

小野自治会 小野自治会
内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月１回、小野公民館を利
用し、レクリエーショ
ン、健康体操、歌、茶話
会等により交流を図る。

制限無し
（自治会員
全般）

高
齢
者

団
体

社
協

ふれあいいき
いきサロン

ささゆり 金勝地区 地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月１回、金勝公民館を利
用し、ボランティア活動
を通して交流を図る。

制限無し

高
齢
者

地
域

社
協

ふれあいいき
いきサロン

四季の家 美之郷自治
会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

手作り品の作製、おしゃ
べりなどにより、随時交
流を図る。

市内の７０
歳以上高齢
者

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

下鈎甲ふれあ
いサロン

下鈎甲自治会 下鈎甲自治
会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

毎週１回、下鈎甲自治会
館を利用し、交流を図
る。また、メイン活動と
して、小地域ネットワー
クとして昼間および終日
一人暮し高齢者の見守り
活動を実施。（ふれあい
サロンはサブ活動と位置
づけ）

制限無し
（自治会員
全般）

高
齢
者

地
域

社
協

ふれあいサロ
ン蓮台寺

下鈎乙自治会 下鈎乙自治
会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

毎月１回、下鈎乙自治会
館等を利用し、交流を図
る。

自治会内の
高齢者

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

下戸山わくわ
くサロン

下戸山自治会 下戸山自治
会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月２回（内１回は「わく
わく・ふれあい喫
茶」）、下戸山自治会館
を利用し、健康体操、レ
クリエーション、茶話会
などにより交流を図る。

自治会内の
６５歳以上
高齢者

高
齢
者

地
域

社
協

新屋敷ふれあ
いサロン

新屋敷自治会 新屋敷自治
会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

年４回、新屋敷自治会館
を利用し、軽体操、レク
リエーション、茶話会な
どにより交流を図る。ま
た、上記年４回のサロン
の他に年２回程度、小サ
ロンも実施。

自治会内の
高齢者

高
齢
者

地
域

社
協

いきいきサロ
ン辻ヶ花

辻自治会内有
志

辻自治会内 地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

年間数回、辻自治会館を
利用し、レクリエーショ
ン、歌、茶話会などによ
り交流を図る。

自治会内の
７０歳以上
の高齢者
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高
齢
者

地
域

社
協

中村おげんき
サロン

中村自治会内
の健康推進
員、女性有志

中村自治会
内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

年４～５回、中村自治会
館を利用し、交流を図
る。

自治会内の
高齢者

高
齢
者

地
域

社
協

いきいき教室 西浦自治会 西浦自治会
内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月１回、西浦自治会館を
利用し、指体操、軽体
操、レクリエーション、
茶話会などにより交流を
図る。

自治会内の
６０歳以上
高齢者。

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

サロン・
ドゥ・西浦

西浦自治会 西浦自治会
内

地域においての
高齢者や住民交
流の機会、社会
参加の機会提
供。

毎週月曜日と第３土曜
日、西浦自治会館を利用
し、軽食をとりながら交
流を図る。

制限無し
（自治会員
全般）

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

ふれあいと憩
いのサロンの
じり

野尻自治会 野尻自治会
内

地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。
また、マンショ
ン等の増加で住
民交流の機会が
少ない。

毎月１回、野尻自治会館
を利用し、交流を図る。

自治会員全
般

高
齢
者

地
域

社
協

コミサロン日
の出

日の出町自治
会

日の出町自
治会内

地域においての
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会提供。

月２回（内１回は交流喫
茶）、日の出町集会所を
利用し、レクリエーショ
ン、軽体操、歌、茶話会
などにより交流を図る。

自治会内の
概ね６０歳
以上高齢者

高
齢
者

地
域

社
協

ふれあいいき
いきサロン

和楽会 平葉自治会
内

地域においての
住民交流、高齢
者の外出機会、
社会参加の機会
提供。

月１回、平葉自治会館を
利用し、軽体操、レクリ
エーション、歌などによ
り交流を図る。

自治会員全
般

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

福祉サロン
えのきの会

下鈎糠田井自
治会

下鈎糠田井
自治会内
（下鈎糠田
井公民館）

健康維持、閉じ
こもり予防、ふ
れあいの場の提
供。

月１回（毎月10日前
後）、歌や軽体操、お花
見、交通安全教室、手
芸、カルタなどを実施。

自治会内の
６５歳以上
の高齢者

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

中沢サロン 中沢自治会 中沢自治会
内
（中沢公民
館）

地域交流の場の
提供。

月１回（第２金曜日）
に、健康リズム体操、手
作りゲーム、茶話会など
を実施。

自治会内の
６５歳以上
の高齢者

高
齢
者

地
域

社
協

友愛訪問 自治会
（福祉委員
会）

安養寺西自
治会内

高齢化。 年間随時と年末に友愛訪
問の実施。

地域の８０
歳以上の高
齢者

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

梅ノ木ふれあ
いいきいきサ
ロン

運営委員会 六地蔵自治
会
（六地蔵自
治会館）

高齢化による閉
じこもり。

真夏、農繁期を除く年11
回開催。内容は、健康軽
体操、お喋り、ビデオ、
楽しい食事など。

制限無し
（自治会員
全般）

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

雨丸サロン 自治会 雨丸自治会
内
（雨丸公民
館）

高齢化による閉
じこもり、交流
の場の減少。

月１回（第１月曜日の午
後）、茶話会を実施。

地域の６０
歳以上の高
齢者

高
齢
者

地
域

社
協

ふれあいサロ
ン

老人クラブ 伊勢落自治
会内

高齢化。 月１回（毎月10日）に軽
体操、レクリエーショ
ン、茶話会などを自治会
館で実施。

地域高齢者
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高
齢
者

地
域

市
民
活
動

伊勢落いきい
きサロン

伊勢落長寿ク
ラブ

伊勢落自治
会内
（伊勢落会
館）

生きがい活動の
支援。

月１回、軽体操、ゲー
ム、茶話会、講演会（安
全、健康など）などを実
施。

地域住民の
長寿クラブ
の会員

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

手原ふれあい
サロン

手原自治会 手原自治会
内
（手原赤坂
会館）

高齢者の居場所
づくり。

毎月、ふれあい茶話会を
実施。その他、健康講
座、生きがい再発見、お
しゃべり時間などを実施
し、交流を図る。

制限無し
（自治会員
全般）

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

ふれあい喫茶 綣自治会 綣自治会内 地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。

月１回、綣自治会館を利
用し、軽食をとりながら
交流を図る。

自治会内の
６５歳以上
高齢者。

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

ふれあいいき
いきサロン

白ゆり会 リーデンス
スクエア内

地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。

月１回、リーデンススク
エア栗東集会室を利用
し、体を動かし交流を図
る。

リーデンス
スクエア内
の６５歳以
上高齢者。

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

ふれあいいき
いきサロン

四季の家 市内 地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。

季節ごとの自然を楽しみ
ながら、随時交流を図
る。

市内の６５
歳以上高齢
者。

高
齢
者

地
域

市
民
活
動

目川住宅“健
康サロン”

目川住宅“健
康サロン”

市内 地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。

月２回、目川住宅自治会
館を利用し、体を動かし
ながら交流を図る。

制限なし。

高
齢
者

地
域

社
協

ボランティア
給食｢大宝」

大宝学区地振
興協議会

大宝学区内 学区内の７０歳
以上の独居高齢
者、夫婦の方の
安否確認と交流
を深める。

毎週水曜日にボランティ
アによる手作り弁当を民
生委員児童委員の友愛訪
問でお届けする。

７０歳以上
の一人暮し
の高齢者

高
齢
者

地
域

社
協

治田学区、給
食サービス

調理グループ
｢キャロッ
ト」など

治田学区内 学区内の６５歳
以上の一人暮ら
しの高齢者、高
齢者世帯で本人
が希望する方の
安否確認と交流
を深める。

毎週水曜日にボランティ
アによる手作り弁当で、
学区地域振興協議会役員
や民生委員児童委員の友
愛訪問でお届けする。

学区内の
６５歳以上
の一人暮ら
しの高齢
者、高齢者
世帯で本人
が希望する
方

高
齢
者

地
域

社
協

葉山東学区、
給食サービス

葉山東福祉の
会、葉山東学
区地区振興協
議会

葉山東学区
内

学区内の６５歳
以上の一人暮ら
しの高齢者の安
否確認等。

毎週水曜日の昼食を配
食。調理、配送等を葉山
東福祉の会会員、学区地
域振興協議会役員等で実
施。

学区内の
６５歳以上
の一人暮ら
しの高齢者

健
康
づ
く
り

団
体

健
康
増
進
課

地域運動教室
後の自主活動

健康推進員 中 村 ・ 平
葉･ ﾆ ｭ ｰ ﾊ ｲ
ﾂ・山入・
下戸山・上
砥山

身近で気軽に仲
間で運動できる
環境づくり。

健康運動指導士をまねい
ての体操。地域活動の中
の一部に運動を取り入れ
る。

地区住民

ジャ
ンル

主
体
報告
課名 サービス名 実施団体名 対象地域 生活課題 サービス内容 対象者

精
神
障
害
者

市
施
策

家
庭
・
障
害

精神障害者サ
ロン事業

「歩」委託 主として湖
南管内（全
県）

精神障害者回復
者の仲間づくり
や交流の場が少
ない。

毎週木曜日にサロン。指
導員、協力員の助言をも
とに、自主運営とし、自
立や社会性を高める話し
合いや、レクリエーショ
ン活動を実施。

主として、
湖南管内に
在住（全
県）する精
神障害者

２．福祉団体・ＮＰＯ等における福祉サービスの取り組み
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健
康
づ
く
り

団
体

健
康
増
進
課

生活習慣病教
室自主活動グ
ループ

①生活習慣病
予防ｸﾞﾙｰﾌﾟ
②人生いきい
きｸﾞﾙｰﾌﾟ

市内全域 同じ疾患をもつ
人どうしの交流
と学習を通して
健康に暮らす

市内ウオーキング・調理
実習・体操・勉強会

生活習慣病
教室OB

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

在宅訪問カッ
トサービス

ＮＰＯカット
さん

県内 県内の体が不自
由な方は、理美
容所を利用する
ことができな
い。

県内の体が不自由な方の
家を訪問し、理美容を利
用いただく。

県内の体が
不自由な方
で在宅訪問
カットサー
ビスを希望
される方。

高
齢
者

団
体

市
民
活
動

ふれあいいき
いきサロン

あじさいサー
クル

市内 地域においても
高齢者の外出機
会、社会参加の
機会が少ない。

月３回、上砥山公民館を
利用し，老若男女仲良く
ひとときを過ごす．

制限なし。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

拡大写本 クローバ 市内 弱視者は日常生
活において情報
が入手しにく
い。

ボランティア・市民活動
支援センター内で公民館
だよりや図書の本、リク
エストの本など読みにく
い文字を大きくして読み
やすく製本し、弱視者に
利用いただく。

市内の弱視
の方で拡大
写本を希望
される方。

高
齢
者

団
体

市
民
活
動

日曜大工 ささなみ会 市内 単独老人は日常
生活において修
繕等ができな
い。

単独老人の生活を支える
ため、段差の解消、手す
りの設置など業者が引き
受けてくれない改善を行
い、利用いただく。

単独老人で
日曜大工を
希望される
方。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

要約筆記 サンサン 市内 聴覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

ＯＨＰやノートを使用し
て、会議や講演会等の内
容を要約し、情報を伝え
る。

市内の聴覚
障害者の方
で拡大写本
を希望され
る方。

子
育
て
支
援

市
施
策

家
庭
・
障
害

障害児サマー
ホリデーサー
ビス事業

市(サマーホ
リデー親の会
に委託)

市内 夏期休暇期間中
においては、障
害児のそれまで
の規則正しい生
活習慣が崩れ、
精神的な安定が
なくなる。家庭
での負担が大き
い。

夏期休暇期間中の１５日
を、障害者福祉センター
や養護学校などでプール
を使用して機能訓練や、
創作活動をするなどの療
育をし、障害児の自立を
促進する。ボランティア
との交流を深め、有効な
余暇時間の活用を図る。

市内に住所
を有する小
学校並びに
中学校の障
害児学級及
び養護学校
に在籍する
障害児。

子
育
て
支
援

市
施
策

家
庭
・
障
害

障害児オータ
ム・ウィン
ター・スプリ
ングホリデー
サービス事業

障害児サマー
ホリデーサー
ビス事業親の
会

市内 サマーホリデー
に同じ。

もちつき大会やクリスマ
ス会、宿泊研修を実施
し、自立促進するととも
に地域住民との交流を図
る。

サマーホリ
デーに同じ

高
齢
者
、

他

地
域

社
協

ふれあい喫茶 生協ボラン
ティア

綣自治会な
ど

地域においても
住民、高齢者の
外出機会、社会
参加の機会提
供。

月１回、綣自治会館を利
用し、軽食をとりながら
交流を図る。

制限無し

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

朗読 たんぽぽ 市内 視覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

広報「りっとう」、図書
館の本等を対面朗読や
テープに音訳し、視覚障
害者に利用いただく。

市内の視覚
障害者の方
で朗読を希
望される
方。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

手話通訳 花 市内 聴覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

月１回、中央公民館を利
用し、楽しみながら手話
を学ぶ。

聴覚障害者
の方で手話
通訳を希望
される方。
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心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

手話通訳 栗東手話サー
クル

市内 聴覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

聾話学校の寄宿舎生徒さ
んと共に、楽しみながら
手話を学ぶ。

聴覚障害者
の方で手話
通訳を希望
される方。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

手話通訳 ハンズメイト 市内 聴覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

毎週１回、楽しみながら
手話を学び、聴覚障害者
との交流を図る。

聴覚障害者
の方で手話
通訳を希望
される方。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

手話通訳 手と手 市内 聴覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

自治会の会議や講演会、
病院等で手話通訳を行
い、視覚障害者に利用い
ただく。

聴覚障害者
の方で手話
通訳を希望
される方。

健
康
づ
く
り

団
体

健
康
増
進
課

健康体操教室
後自主活動グ
ループ

健康体操教室
後自主活動グ
ループ

市内全域 仲間どうしの相
互交流による運
動の継続

健康体操による運動の実
践と交流。
場所：なごやかセンター

健康体操教
室 参 加 者
他。

精
神
障
害
者

団
体

市
民
活
動

栗東サロン
「歩」

滋賀メンタル
友の会

市内 精神保健に関心
を持つ人や心病
む人などが自分
らしく地域で生
きていく。

毎週１回活動。研修会や
サロン、ボランティア講
座に他府県との交流会な
ど。

精神保健に
関心を持つ
人や心病む
人とその家
族など。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

在宅訪問カッ
トサービス

滋賀県理容生
活衛生同業組
合草津栗東支
部

隣接する市
町村

県内の体が不自
由な方は、理美
容所を利用する
ことができな
い。

県内の体が不自由な方の
家を訪問し、理美容を利
用いただく。

県内の体が
不自由な方
で在宅訪問
カットサー
ビスを希望
される方。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

点字翻訳 点訳はるた 市内 視覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

「公民館だより」・「地
振協だより」等を点訳
し、視覚障害者に利用い
ただく。

市内の視覚
障害者の方
で点字翻訳
を希望され
る方。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

点字翻訳 つくし 市内 視覚障害者は日
常生活において
情報が入手しに
くい。

広報「りっとう」・「栗
東ふくし」等を点訳し、
視覚障害者に利用いただ
く。

市内の視覚
障害者の方
で点字翻訳
を希望され
る方。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

巴会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

白菊会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

睦会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。
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社
会
福
祉

団
体

市
民
活
動

福祉のまちづ
くり

野の花会 市内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて、道路や公
共施設の利用時
にバリアが多く
利用しにくい。

市内の道路や公共施設の
利用しにくい箇所を調査
して、改善を求める提言
をする。

障害者、高
齢者、妊
婦。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

千邦会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

間宮会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

葉山江州音頭
同好会

県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

檜扇会栗東 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

櫻乃会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

喜楽会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

栗東迷術会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

スイートまろ
ん

県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。
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施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

さつき会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

こんぜ桃源郷 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

あすなろ会 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

かみの一座 県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

施
設
訪
問

団
体

市
民
活
動

施設訪問サー
ビス

おうみ富士な
つメロ同好会

県内 障害者、高齢者
は日常生活にお
いて外出の機会
が少なく、生活
の変化も少な
い。

市内の福祉施設を訪問
し、趣味活動を活かした
伝統的な文化･芸能を提供
し、リハビリの手伝いを
する。

県内の福祉
施設、自治
会サロン等
で希望され
るところ。

高
齢
者

団
体

市
民
活
動

見守り安否確
認

栗東高校ドル
フィン

市内 高齢者は日常生
活において外出
の機会が少な
く、情報が入手
できない。

放課後手作りのおやつを
作り、単独老人を訪問。
話し相手、安否確認な
ど。

市内の７０
才以上の一
人暮らし老
人で訪問を
希望される
方。

高
齢
者

団
体

市
民
活
動

見守り安否確
認

民生児童委員
ボランティア
の会

市内 高齢者は日常生
活において外出
の機会が少な
く、情報が入手
できない。

高齢者の日常生活を支え
るために、外出時に車椅
子介助や話し相手、安否
確認をして見守る。

市内の一人
暮らし又は
高齢者夫
婦。

心
身
障
害
者

団
体

市
民
活
動

自助具 アルファ工房 隣接する市
町村

身体の不自由な
方は日常生活が
困難である。

身体の不自由な方の生活
を支えるための用具（自
助具）を製作し利用いた
だく。

身体の不自
由な方で自
助具を希望
される方。
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ジャ
ンル

主
体
報告
課名 サービス名 実施団体名 対象地域 生活課題 サービス内容 対象者

心
身
障
害
者

市
施
策

家
庭
・
障
害

健康管理促進
費助成

市 市内 重度心身障害児
（者）の通院等
の交通費の財政
圧迫。

重度心身障害児（者）に
対し、健康の増進および
社会参加を図るため、タ
クシー料金、自動車燃料
費の一部を助成する。

市内在住の
重度心身障
害児（者）

高
齢
者

市
施
策

長
寿
福
祉
課

高齢者乗車券
交付事業

市 市内 経済的負担を抑
えた高齢者の外
出（移動）支援
を受けたい。

市内乗り入れの路線バ
ス・くりちゃんバスで利
用可能な乗車券を交付
（最高14,400円相当／
年）

居住要件１
年以上で満
７０歳（７
０歳の誕生
日の翌月を
迎えた方）
以上の方

高
齢
者

市
施
策

長
寿
福
祉
課

福祉タクシー
運賃助成券交
付事業

市 市内 家族送迎やバス
利用が無理な状
態であり、タク
シーを利用しな
ければ定期通院
ができない。経
済的に余裕がな
いので援助して
欲しい。

申請に基づいて対象者に
高齢者福祉タクシー助成
対象者証を発行するとと
もに、指定のタクシー会
社で利用可能な助成券を
交付（最高24,000円相当
／年）

要介護１～
５の認定を
受けている
ひとり暮ら
しまたは高
齢者世帯に
属する方の
うち、通院
のために乗
車・降車の
介護を要
し、かつ交
通手段をタ
クシーに依
存している
低所得高齢
者

ジャ
ンル

主
体
報告
課名 サービス名 実施団体名 対象地域 生活課題 サービス内容 対象者

社
会
福
祉

社
協

社
協

地域福祉権利
擁護事業

社会福祉協議
会

市内 認知症高齢者、
知的障害・精神
障害のある方、
一人暮らしの高
齢者や高齢者の
みの家族等で判
断能力が不十分
な方で日常的な
生活上の悩み
（福祉サービス
の利用、金銭管
理等）をかかえ
ておられるケー
スがある。

福祉サービスの利用援
助、日常の金銭の管理、
通帳・証書・印鑑等の預
かり等を実施。
料金：福祉サービス利用
援助・日常的金銭管理
サービス　1,000円／回
書類預かりサービス　2個
以下1,000円／年、3個以
上2,000円／年
なお、生活保護世帯、住
民税非課税世帯は無料

市民

３．社会参加への支援

４．社会福祉協議会による福祉サービスの取り組み
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社
会
福
祉

社
協

社
協

生活福祉資金
貸付事業

県社会福祉協
議会が実施主
体で、各市町
社会福祉協議
会が窓口

市内 低所得世帯等の
生業費、就学費
などの支援。

市内に1年以上居住の低所
得世帯、高齢者世帯、障
害者世帯等を対象に、申
請書類を市社協及び県社
協の審査委員会に諮り貸
付の可否を決定。連帯保
証人1名が必要。

市内に1年
以上居住の
低所得世
帯、高齢者
世帯、障害
者世帯等を
対象

社
会
福
祉

社
協

社
協

離職者支援資
金貸付事業

県社会福祉協
議会が実施主
体で、各市町
社会福祉協議
会が窓口

市内 経済不況などに
より失業後、求
職活動を行って
いるが、再就職
までの生活資金
の支援。

市内に居住で、生計中心
者の失業によって生計の
維持が困難になり、求職
活動を行っている世帯を
対象に、申請書類を市社
協及び県社協の審査委員
会に諮り貸付の可否を決
定。連帯保証人1名が必
要。

市内に居住
で、生計中
心者の失業
によって生
計の維持が
困難になっ
た世帯。な
お、求職活
動を行って
いることが
条件。

社
会
福
祉

社
協

社
協

小口福祉資金
貸付事業

社会福祉協議
会

市内 低所得世帯の緊
急な出費等によ
る経済的自立

市内に1年以上居住の低所
得世帯を対象に、申請書
類を審査委員会に諮り貸
付の可否を決定。上限10
万円で、市内に1年以上居
住の連帯保証人1名が必
要。

市内に1年
以上居住の
低所得世帯
を対象

子
育
て
支
援

市
施
策

幼
児
課

学童保育所 公設民営…指
定管理者　(9
団体)
民設民営…(2
団体)

市内 児童数に応じた
保育面積の確保

放課後に、保護者に代
わって保育を行い、その
健全な育成を図る。

保護者が就
労等で監護
がうけられ
ない小学生
(主に1～3
年生)

社
会
福
祉

社
協

社
協

日常生活用具
の貸出（車椅
子）

社会福祉協議
会

市内 けがによる通
院、冠婚葬祭な
ど短期間の外出
など、被介護者
の外出。

日常生活に必要な用具
（車椅子）を貸し出し
（原則、要介護認定を受
けられた方以外を対象）
する事により、介護の労
をねぎらい在宅福祉の向
上に努める。

原則、要介
護認定を受
けられた方
以外を対象
に比較的短
期間の外出
機会（けが
による通
院、冠婚葬
祭など短期
間の外出な
ど）に貸
出。

社
会
福
祉

社
協

社
協

ひとり親家庭
家事援助派遣
事業

社会福祉協議
会（市受託）

市内 ひとり親家庭の
家事援助

ひとり親家庭への家事援
助として、ヘルパーを派
遣。

市内に居住
のひとり親
家庭

精
神
障
害
者

市
施
策

社
協

精神障害者居
宅生活支援事
業

ホームヘルプ
サービス：栗
東市社協、
凪、ふくろう
の家
ショートステ
イ：歩人
グループホー
ム

市内 社会復帰および
自立支援

生居宅介護等事業
(ホームヘルプサービス)
短期入所事業
(ショートステイ)
地域生活援助事業
(グループホーム)

精神障害
者：
ホームヘル
プは特に障
害を事由と
する年金受
給者または
手帳所持
者。
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子
育
て
支
援

市
施
策

家
庭
・
障
害

障害児地域活
動支援事業

市(栗東元気
玉クラブに委
託)

市内 障害児の放課後
及び土曜日の活
動場所がなかっ
た。地域住民と
の交流がない。

障害児が月～金曜日、及
び土曜日を地域活動施設
や周辺の施設で過ごすこ
とにより、健全な療育を
し、また地域住民との交
流を深め、理解を得る。

市内に住所
を有する小
学校並びに
中学校の障
害児学級及
び養護学校
に在籍する
障害児

高
齢
者

市
施
策

ひ
だ
ま
り
の
家

隣保館デイ
サービス事業
（生きがいデ
イサービス事
業）

市（社協委
託）

市内全域 部落差別撤廃の
ための啓発を受
ける機会が少な
い。被差別部落
と周辺地域の高
齢者の交流機会
が少ない。ま
た、生きがいを
高め介護予防を
はかる機会が少
ない。

地域総合センター「ひだ
まりの家」において、送
迎・健康チエック・入
浴・食事・レクリエー
ション・健康体操など、
生きがい活動や介護予防
活動を行う。

原則として
介護保険認
定に至らな
い概ね６５
歳以上の高
齢者。

高
齢
者

社
協

社
協

給食サービス
事業

社会福祉協議
会

市内（治田
学区･大宝
学区を除
く）

　身体の疾病等
により日常生活
を営むのに支障
があり、また地
域で孤立しがち
であり、給食
サービスを必要
としている。

友愛訪問を兼ねて、毎週
水曜日の昼食弁当をボラ
ンティアが調理し、協力
員が利用者宅まで届け
る。（利用者負担：1食
100円）

概ね65歳以
上のひとり
暮らし高齢
者及び高齢
者世帯等

高
齢
者

市
施
策

社
協

老人福祉セン
ター管理運営

社会福祉協議
会（指定管
理）なごやか
センター・住
民憩の家・や
すらぎの家・
ゆうあいの家

市内 　一人暮らし・
夫婦世帯、虚弱
な高齢者が閉じ
こもりがちであ
り、生きがい健
康づくりの場や
情報収集の機会
が少ない。

巡回バスによる送迎・健
康体操・各種講座・カラ
オケ・レクリエーション
等。

比較的健康
な高齢者

高
齢
者

市
施
策

社
協

紙おむつ給付
事業

社会福祉協議
会（市受託）

市内 　在宅で寝たき
りや認知症等、
介護が必要な高
齢者で常時紙お
むつを必要とし
ている。

委託業者が月１回、１銘
柄の紙おむつを配送協力
員宅に配達し、協力員は
利用者宅に友愛訪問を兼
ねて配達する。（所得制
限有）

要介護認定
が要支援以
上で市内の
在宅生活の
方。

見
守
り

市
施
策

社
協

緊急通報電話
運営業務

社会福祉協議
会（市受託）

市内 　身体的･精神
的あるいは健康
面に問題があ
り、独居又は高
齢者のみの生活
で緊急時の対応
に不安がある。

緊急時に備え緊急通報シ
ステムを給付し、「緊
急」のボタンを押すと湖
南広域行政組合消防本部
に通報される。（所得に
より自己負担有）

概ね65歳以
上の市内在
住の方。ひ
とり暮らし
高齢者世帯
（昼間独居
を含む）

心
身
障
害
者

市
施
策

家
庭
・
障
害

身体障害者デ
イサービス

社会福祉協議
会（委託）

市内 身体障害者の日
中活動の場の不
足。身体障害者
デイサービスの
施設不足。

自立支援法による食事
サービス、特殊入浴、機
能訓練、作業・活動。

市内在住
の、身体障
害者手帳保
持者で、自
立支援法に
よる申請を
した者。
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心
身
障
害
者

市
施
策

社
協

身体障害者デ
イサービス事
業

社会福祉協議
会・身体障害
者デイサービ
スセンター
（なごやかセ
ンター）

市内 　身体障害者に
対する外出及び
社会参加の機会
が少なく、社会
的孤立感があ
る。重度の身体
障害者が入浴で
きる施設が少な
い。

送迎、入浴、食事サービ
スやレクリエーション、
創作的活動等を行い心身
機能の維持、社会的孤立
感の解消、自立支援を図
る。

６５歳未満
の身体障害
者

高
齢
者

社
協

社
協

カットサービ
ス事業

滋賀県理容生
活衛生同業組
合草津栗東支
部（社協と事
業契約を締
結）

市内 　自力または家
族の付き添いが
あっても理容店
に行けない。

年２回／人、理髪業者が
自宅に出向き理髪サービ
スを実施。
4,000千円／回負担（低所
得者に対し全額補助）

ねたきり高
齢者・重度
身体障害者
でかつ低所
得世帯

ジャ
ンル

主
体
報告
課名 サービス名 実施団体名 対象地域 生活課題 サービス内容 対象者

心
身
障
害
者

市
施
策

家
庭
・
障
害

視覚障害者生
活行動訓練

社会福祉協議
会（委託）

市内 視覚障害者の社
会参加促進
ガイドヘルパー
の技術不足

視覚障害者とガイドヘル
パーが一緒に訓練をおこ
なうことにより、障害者
の社会参加促進を促し、
ガイドヘルパーの技術向
上が望める。

視覚障害
者・ガイド
ヘルパー

心
身
障
害
者

市
施
策

家
庭
・
障
害

手話入門講座 滋賀県聴覚障
害者福祉協会
（委託）

市内 聴覚障害者の社
会参加の促進
手話通訳者の不
足

手話講座を開催すること
によって、日常生活の簡
単な手話を習得すること
ができ、聴覚障害者との
コミュニケーションがと
れ、聴覚障害者の社会参
加の促進が図れる。

市内在住・
在勤者

ジャ
ンル

主
体
報告
課名 サービス名 実施団体名 対象地域 生活課題 サービス内容 対象者

社
会
福
祉

市
施
策

福
祉
事
務
所

各種福祉相
談・福祉給付

栗東市福祉事
務所

市内 低所得者、高齢
者、障害者、児
童や一人親世帯
など社会的弱者
の自立した生活
のため支援が必
要である。

自立した生活を送るため
の各種福祉に関する相
談・指導や各種福祉施策
の適用など。

市民

５．地域ボランティアの養成

６．その他、相談・支援事業
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社
会
福
祉

社
協

社
協

小地域福祉活
動助成金交付
事業

社会福祉協議
会

市内 小地域でのふれ
あいサロン等、
小地域福祉活動
実施にかかる財
源確保

小地域福祉活動を展開す
る地域振興協議会、自治
会等を対象に、ふれあい
サロン等の小地域福祉活
動を継続的に展開、ある
いは今後継続性、活動の
拡充があると見込まれる
ものを対象とする。（現
状では高齢者主体のもの
を対象として助成）

小地域福祉
活動を展開
する地域振
興協議会、
自治会等

社
会
福
祉

社
協

社
協

心配ごと相談 社会福祉協議
会

市内 生活環境の複雑
化などにより、
法的な専門的相
談が増加してい
る。

相談所の開設(いずれも、
なごやかセンターで開
設）
・心配ごと相談　毎月10
日、20日　9時～12時（10
日は弁護士も対応）
・法律相談　毎月第4木曜
日　9時30分～12時（弁護
士が対応、事前予約制）
・税金相談　毎月第2水曜
日　10時～12時（税理士
が対応、事前予約制）

原則市民

社
会
福
祉

社
協

社
協

専門相談 社会福祉協議
会

市内 （→心配ごと相
談所に含む）

社
会
福
祉

市
施
策

人
権
政
策

人権いろいろ
相談

人権擁護委
員・人権擁護
推進員・人権
政策課

原則市内 社会の複雑化傾
向もあり、人権
に係わる心配事
や相談が増加し
つつある。

人権に関する一般相談・
人権に係るそれぞれの専
門相談機関の紹介や案
内。

原則市民

社
会
福
祉

社
協

社
協

子育て支援事業費社会福祉協議
会

市内 市内の子育て支
援の推進事業に
取り組む団体、
ボランティアグ
ループの財源確
保

市内における子育て支援
の推進を目的に取り組む
団体、ボランティアグ
ループの活動支援として
経費の助成を行う。

市内におい
て活動する
子育て支援
を目的に取
り組むボラ
ンティアグ
ループ・団
体（法人格
のないも
の）

子
育
て
支
援

市
施
策

幼
児
課

子育て支援セ
ンター

子育て支援セ
ンター
（大宝東児童
館内・治田西
カナリヤ第三
保育園内）

市内 家庭、家族、地
域の仕組みや変
化により子育て
負担の増大と子
育て家庭の孤立
化、情報の氾濫
による育児不安
を感じる保護者
が多い。

・育児不安についての相
談指導
・子育てサ－クルの育
成、支援
・子育て情報の提供

地域の子育
て家庭の保
護者や児童

子
育
て
支
援

市
施
策

家
庭
・
障
害

家庭児童相談 市 市内 児童虐待・ＤＶ
の急増
母子家庭の急増

児童・母子家庭等の相談
業務
・電話相談551-0300
・面接相談
母子家庭の自立支援

市民
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子
育
て
支
援

市
施
策

家
庭
・
障
害

訪問指導 市 市内 子育てに悩める
親の増加

育児相談・訪問指導
554-6103

市民

子
育
て
支
援

市
施
策

健
康
増
進
課

各種教室（子
育て体験教
室・親子教
室・健康教
育）

市 市内 妊娠、出産、子
育てについて、
特に初めての場
合、知らないこ
とが多い。その
ために、いろい
ろと不安を持
つ。

妊娠、出産、子育てにつ
いての学習や体験によっ
て、見通しをもつことで
不安を軽減。同じ人との
交流を持つことで、仲間
づくりを行える場の提
供。
場所：なごやかセンター
等

市民

健
康
づ
く
り

市
施
策

健
康
増
進
課

健康相談 市 市内 健康に関する個
人の状況にあっ
た生活習慣改善
等への支援。

保健師、栄養士による個
別相談（生活習慣病相
談、禁煙相談、栄養相
談、認知症相談）
場所：なごやかセンター

市民

子
育
て
支
援

市
施
策

健
康
増
進
課

新生児・妊産
婦訪問
乳幼児訪問
健康相談

市 市内 核家族化が進
み、身近に相談
できる人が少な
い。

希望及び必要に応じ、訪
問（助産師・保健師）が
訪問。
来所（定例）及び電話
（随時）により相談がで
きる。

市民

子
育
て
支
援

市
施
策

健
康
増
進
課

発達相談事業 市 市内 子どもは成長発
達をしていく中
で、種々の発達
上の課題がある
場合、専門的な
相談が必要。

種々の発達上の課題があ
る場合、専門的な相談を
行う。
電話相談：随時
個別相談：要予約
場所：なごやかセンター

市民

高
齢
者

市
施
策

長
寿
福
祉
課

地域包括支援
センター

市 市内 介護保険・保
健・医療・福祉
サービスなどを
有効に活用し
て、高齢者が住
み慣れた地域で
暮らし続けた
い。

総合的な介護や福祉に関
する相談、介護予防（新
予防給付・地域支援事
業）のケアマネジメン
ト、ケアマネジャーへの
支援やネットワークづく
り、高齢者に対する虐待
の防止と権利擁護事業な
どを行い、高齢者の生活
を総合的に支援する。

子
育
て
支
援

市
施
策

幼
児
課

児童館 児童館（９
館）

市内 子育てに関わる
人達の交流の場
と児童が安心し
て遊べる場を確
保することが必
要。

健全な遊び場や機会を提
供する。０～３歳児対象
の親子ふれあい活動や地
域の方々、学校等との交
流を行う地域活動を実
施。

１８歳未満
のすべての
児童

子
育
て
支
援

市
施
策

幼
児
課

児童ディサー
ビス
心身障害児通
園事業・たん
ぽぽ教室

たんぽぽ教室 市内 障害のある幼児
は認識・言語・
運動・コミュニ
ケ-ションに発
達の遅れや偏り
がみられ、基本
的な生活習慣が
未熟である。

・子どもに対しては、生
活や遊び等の療育指導を
通して個々の子どもの発
達課題、生活習慣の獲得
に向けて適切に対応す
る。
・保護者には、発達の道
筋や子どもの障害理解・
受容等療育全般に亘って
助言等を行う。

市内に住所
を有する幼
児の内、何
らかの障害
がある、ま
た将来にお
いてその疑
いが認めら
れる学齢前
の子ども。
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子
育
て
支
援

市
施
策

学
校
教
育
課
（

幼
児
課
）

ことばの教室 治田小学校内
ことばの教室

大宝西小学校
内ことばの教
室

市内
(栗東中・
葉山中学校
区)

市内
(栗東西中
学校区)

・聴覚及び言語
機能やコミュニ
ケ－ション及び
落ち着きがない
等、行動面に何
らかの課題があ
る。
・自分の思いを
うまく表現した
り伝えたりする
ことができにく
い。

・子どもの年齢や能力、
興味に合わせて遊びやゲ
－ム等取り入れながら楽
しい雰囲気の中で学ぶ。
保護者と共にことば等の
コミュニケ－ション能力
を高められるよう考え合
う。
・必要に応じて校園や医
療との連携をすすめてい
く。

・市内に住
所を有する
４歳児から
中学生まで
の園児、児
童、生徒。
・３歳児に
おいては、
教育相談対
応。

子
育
て
支
援

市
施
策

幼
児
課

保育園
幼稚園
幼児園

幼児課 市内 低年齢の受入や
延長保育等多様
な保育需要への
対応（保育
園）。

・保護者に代わって保育
を目的として、養護と教
育を行う。通園している
児童の心身の健全な育成
を図る。
・子育て家庭への相談、
支援等。

・保護者が
働いていた
り、病気の
状態にある
等のため保
育に欠ける
０歳～５歳
児の乳幼児
(保育園)。
・３～５歳
児の幼児
(幼稚園)。
・地域の子
育て家庭の
保護者や乳
幼児。

健
康
づ
く
り

市
施
策

健
康
増
進
課

健康教室 市（団体・地
域からの要望
により開催も
有り）

市内 生活習慣病 なごやかセンター、公民
館、地域の集会所等にお
いて、健康相談や健康教
室の開催。

市民

健
康
づ
く
り

団
体

健
康
増
進
課

地域運動教室 健康推進員 市内 身近で気軽に仲
間で運動できる
環境づくり

健康運動指導士をまねい
ての体操。地域活動の中
の一部に運動を取り入れ
る。

市民
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 資料２：栗東市地域福祉計画策定に関する意識調査結果の概要  
 

１．意識調査の概要 

（１）調査期間：平成１７年８月１５日～３１日 

（２）調査対象者の抽出方法：市内１８歳以上の市民から無作為抽出により 1，５００名 

（３）調査方法：民生委員・児童委員を調査員として留め置き方式で実施 

（４）回収数（回収率）：１，０６０名（７０．７％） 

 

２．回答者の概要 

（１）市全体 

・小学校区、性別、年齢、家族構成については概ね全体を把握できるような回答が得られ

た 

・ただし女性の割合は 54.2％とやや多く、19歳以下は 2.1％しかない 

・回答者の約７割は配偶者がいる 

・要介護者が家庭にいる世帯は 9.2％ 

・健康状態が良くない、あまり良くないという回答は 14.4％ 

・なんらかの職業についているという回答は 58.8％ 

・居住年数が 20年以上が 56.3％と最も多いが、10年未満も 27.5％ 

 

（２）地区別 

・性別に関しては、治田東の女性の回答数の割合が 64.7％で、市平均を 10.2 ポイント上回

っている一方、大宝及び大宝西は男性の回答数が女性を上回っている 

・年齢に関しては、葉山東の６０歳代の回答者数が 19.0％と最も高く市平均を 6.2ポイント

上回っている一方、大宝は最も少なく、7.1％となっている 

・回答者の家族で要介護者のいる世帯の割合が高いのは金勝、葉山、大宝西で、それぞれ

17.5％、11.6％、11.3％となっている 

・健康状態があまりよくないという回答が多かったのは金勝（16.7％）、治田東（14.7％）

で、少なかったのは大宝西（6.2％）と治田西（7.9％） 

・職業を自営業とする回答が多かったのは、葉山東（16.2％）、葉山（12.4％）で少なかっ

たのは治田（4.3％）、治田東（4.3％） 

・居住年数が 20年以上とする回答が多かったのは、金勝（75.4％）、葉山東（74.3％）で少

なかったのは大宝（36.0％） 
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76.4%

12.7%

40.8%

33.5%

14.6%

20.0%

14.2%

33.7%

18.3%

58.1%

25.4%

15.0%

15.0%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自治会の行事

老人クラブ活動

子ども会活動

ＰＴＡ活動

交通安全活動

防犯・防災活動

教育・子育てに関する行事

スポーツ関係

趣味、娯楽の活動

お祭り

葬式の手伝い

ボランティア活動

その他各種団体活動

その他

18.7%78.9% 2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加したことがある 参加したことがない 無回答

３．調査結果の概要 

Q1 地域活動の参加経験 

・参加経験の割合は 78.9％と高いがイベントへの参加が主体 

・参加しない理由で最も多いのは「時間的余裕がないから（57.1％）」で、次いで「知らな

い人ばかりで参加しにくい（31.3％）」となっている 

・その他の自由記述では、「体の自由がきかない」や「引っ越してきたばかり」という回答

が多い 

・地区別では、「参加したことがない」と回答した割合が比較的高かったのは、治田西

（24.6％）、大宝（21.3％）、大宝西（20.6％）となっている 

 

【Q1 地域活動の参加経験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q1-1 参加した地域活動の内容（複数回答）】 
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78.9%

82.5%

83.5%

81.9%

79.9%

83.6%

73.8%

76.3%

78.4%

18.7%

14.3%

14.9%

13.3%

18.0%

13.8%

24.6%

21.3%

20.6% 1.0%

2.4%

1.6%

2.6%

2.2%

4.8%

1.7%

3.2%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市平均

金勝小学校区

葉山小学校区

葉山東小学校区

治田小学校区

治田東小学校区

治田西小学校区

大宝小学校区

大宝西小学校区

参加したことがある 参加したことがない 無回答

【Q1-2 参加しない理由（複数回答）】 

 

 

 

【地区別集計結果】 

 

 

 

13.1%

9.1%

17.7%

57.1%

31.3%

11.1%

2.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

興味のある行事、イベントがない

人との関係を持ちたくない

情報が入りにくい

地域の情報は必要ない

時間的な余裕がない

知らない人ばかりで参加しにくい

すべてに関心がない

その他
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56.9%23.1% 16.0%

2.4%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足している ほぼ満足している あまり満足していない

不満である 無回答

39.6%

42.5%

30.8%

12.5%

41.6%

8.5%

10.6%

15.2%

19.2%

9.0%

2.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

見守り・声かけ運動

環境美化活動

災害など緊急時の救助活動

各種ボランティア活動

地域行事への参加

家事支援

寄付や募金

話し相手

福祉への関心を持つ

情報提供

その他

Q2 近所との付き合いの満足度 

・「満足している」と「ほぼ満足している」で全体の 80％ 

・地域による差はあまり見られない 

 

【Q2 近所との付き合いの満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3 安心して暮らせるために自身ができること 

・多い順に「環境美化活動」、「地域行事への参加」、「見守り・声かけ運動」、「災害など緊

急時の救助活動」となっている（いずれも 30％以上の項目） 

 

【Q3 安心して暮らせるために自身ができること（複数回答）】 
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Q4 近所との関係 

・「困ったときに助け合える人がいる」が 25.7％と４人に１人の割合 

・「ほとんど付き合いはない」は 7.1％ 

・地区別では、「困ったときに助け合える人がいる」とする回答の多い金勝（37.3％）、葉山

東（34.3％）、葉山（31.4％）に対し、治田西（20.6％）、大宝西（20.6％）、大宝（20.9％）

はやや少ない 

 

【Q4 近所との関係】 

【地区別集計結果】 

 

 
25.7%

37.3%

31.4%

34.3%

24.5%

22.4%

20.6%

20.9%

20.6%

10.1%

11.9%

9.1%

7.6%

7.9%

12.9%

9.5%

12.3%

7.2%

22.8%

16.7%

25.6%

15.2%

21.6%

22.4%

20.6%

28.4%

26.8%

7.1%

3.2%

7.4%

5.7%

10.1%

4.3%

8.7%

6.2%

8.2%

30.1%

25.4%

22.3%

31.4%

32.4%

34.5%

35.7%

28.9%

33.0%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

4.2%

5.6%

4.1%

5.7%

3.6%

3.4%

4.0%

3.3%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市平均

金勝小学校区

葉山小学校区

葉山東小学校区

治田小学校区

治田東小学校区

治田西小学校区

大宝小学校区

大宝西小学校区

困ったときに助け合える人がいる

お互いに訪問し会う程度の人がいる
立ち話をする程度の人がいる

挨拶する程度の人しかいない
ほとんど付き合いはない

その他
無回答

10.1%25.7% 30.1% 22.8% 7.1%

0.1%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困ったときに助け合える人がいる

お互いに訪問し会う程度の人がいる

立ち話をする程度の人がいる

挨拶する程度の人しかいない

ほとんど付き合いはない

その他

無回答

困った時に助け合える人がいる 
お互いに訪問し合う程度の人がいる 
立ち話をする程度の人がいる 
挨拶をする程度の人しかいない 
ほとんど付き合いはない 
その他 
無回答 

困った時に助け合える人がいる 
お互いに訪問し合う程度の人がいる 
立ち話をする程度の人がいる 
挨拶をする程度の人しかいない 
ほとんど付き合いはない 
その他 
無回答 
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Q5 今後、手助けできる・して欲しいこと 

・「病気等の時の看病・医者を呼ぶ」や「地震などの災害時に安否確認をする」など、緊急

時においては助け合いが必要であると感じられている 

 

【Q5 今後、手助けできる・して欲しいこと（複数回答）】 

 

今後、手助けできる・して欲しいこと 手助けできる 手助けして欲しい どちらも思わない 

1.相談事の相手になる 362 189 306 

2.買い物や外出などに付き合う 301 109 365 

3.子供を預かる・公園での見守り 254 162 357 

4.高齢者・障害者の見守り 255 165 336 

5.家の修理・掃除・草刈りなどの手伝い 279 126 360 

6.病気等の時の看病・医者を呼ぶ 493 270 148 

7.地震などの災害時に安否確認をする 504 304 106 

8.その他 4 3 11 

 

 

Q6 地域の範囲 

・地域の範囲は「自治会」とする回答が最も多く、「隣近所」から「小学校区」までを地域

の範囲とする回答が 84.8％を占める 

 

【Q6 地域の範囲】 

 

46.3%20.2% 18.3%1.7%9.9%

1.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

栗東市全体 その他 無回答

20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 
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36.2%

42.9%

38.8%

41.0%

32.4%

38.8%

37.3%

32.2%

36.1%

44.3%

34.1%

40.5%

41.0%

45.3%

42.2%

45.2%

52.1%

44.3%

16.8%

21.4%

17.4%

15.2%

19.4%

16.4%

15.9%

13.3%

16.5%

2.6%

1.6%

3.3%

2.9%

2.9%

2.6%

1.6%

2.4%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市平均

金勝小学校区

葉山小学校区

葉山東小学校区

治田小学校区

治田東小学校区

治田西小学校区

大宝小学校区

大宝西小学校区

つながりはあると思う つながりはあまりない わからない 無回答

Q7 地域とのつながり 

・「つながりはあると思う」より「つながりはあまりない」が 8.1ポイント上回っている 

・「つながりはあると思う」とする回答が「つながりはあまりない」を上回っているのは金

勝で、葉山東は同数 

・「つながりはあると思う」より「つながりはあまりない」が 10 ポイント以上上回ってい

るのは、大宝（19.9ポイント）と治田（12.9ポイント） 

 

【Q7 地域とのつながり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.3%36.2% 16.8%2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながりはあると思う つながりはあまりない わからない 無回答

【地区別集計結果】 
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Q8 住んでる地域の良いところ 

・「買い物などの日常生活が便利（56.0％）」、「病院や診療所などの医療機関が身近にある

（48.8％）」が上位２項目で、利便性をあげている 

・自然の良さや伝統、地域のつながりを良いとする回答もそれぞれ 20％台となっている 

・日常生活の利便性については地域間で意識の差が大きく、大宝、大宝西、治田では 70％

前後であるのに対し、金勝と葉山ではそれぞれ、29.4％、37.2％にとどまっている 

・コミュニケーションが取れていることについても、治田東、金勝が 30％台であるのに対

して、大宝、大宝西では 10％台となっている 

 

【Q8 住んでる地域の良いところ（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区別集計結果】 

 

 

 

23.4%

22.7%

27.2%

9.3%

25.2%

56.0%

16.0%

41.5%

4.2%

48.8%

2.8%

2.8%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

コミュニケーションがとれている

地域の活動が活発

自然が多くまちなみが美しい

歴史や伝統文化を感じる

昔から守ってきた祭りがある

買い物などの日常生活が便利

公共施設が整備されている

京阪神方面にでる交通が便利

公共施設等のﾊﾞﾘｱﾌﾘ がーすすんでいる

病院等の医療機関が身近にある

その他

良いところはない

23.4%

31.7%

21.5%

22.9%

25.2%

32.8%

25.4%

16.1%

18.6%

24.6%

9.9%

24.8%

21.6%

29.3%

27.8%

22.7%

23.7%

25.2%

38.1%

29.8%

22.9%

26.6%

16.4%

18.3%

25.6%

25.8%

41.5%

15.1%

36.4%

29.5%

45.3%

37.1%

50.0%

58.8%

49.5%

48.8%

32.5%

63.6%

44.8%

47.5%

42.2%

42.1%

52.6%

66.0%

22.7%

17.5%

26.5%

14.3%

37.9%

15.8%

36.2%

22.3%

50.0%

27.2%

10.3%

6.6%

4.8%

8.6%

8.6%

14.3%

11.6%

13.5%

9.3%

74.9%

68.0%

63.5%

50.9%

69.1%

41.9%

37.2%

29.4%

56.0%

23.7%

15.6%

15.9%

26.7%

11.5%

15.2%

14.0%

11.1%

16.0%
4.2%

4.0%

1.7%

2.9%

2.9%

10.3%

2.4%

4.3%

6.2%
3.1%

1.9%

0.0%

5.2%

2.2%

3.8%

3.3%

2.4%

2.8%
2.8%

5.6%

4.1%

6.7%

2.2%

0.0%

1.6%

0.9%

4.1%

市平均

金勝小学校区

葉山小学校区

葉山東小学校区

治田小学校区

治田東小学校区

治田西小学校区

大宝小学校区

大宝西小学校区

コミュニケーションがとれている 地域の活動が活発

自然が多くまちなみが美しい 歴史や伝統文化を感じる

昔から守ってきた祭りがある 買い物などの日常生活が便利

公共施設が整備されている 京阪神方面にでる交通が便利

公共施設や交通機関のバリアフリーがすすんでいる 病院や診療所などの医療機関が身近にある

その他 良いところはない
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27.4%

45.1%

19.8%

17.4%

13.4%

18.7%

14.2%

25.8%

5.6%

1.8%

21.8%

14.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

役員として参加したことがある

体育部会

福祉部会

生活環境部会

交通安全部会

社会同和教育部会

青少年育成部会

公民館での催し

講座・研修会

その他

参加したことがない

地域振興協議会があることを知らない

Q9 地域振興協議会との関わり 

・多いのは「体育部会（45.1％）」、「役員（27.4％）」、「公民館での催し（25.8％）」の順 

・「参加したことがない」は 21.8％で市民の８割近くがなんらかの活動に参加経験がある 

・「地域振興協議会があることを知らない」は 14.7％で、認知度も高い 

 

【Q9 地域振興協議会との関わり（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q10 現在、不安に思っていること 

・多い順に「健康（40.4％）」、「災害時における防災体制（37.0％）」「老後の介護（33.4％）」 

 

【Q10 現在、不安に思っていること（複数回答）】 

 

 

 

 

33.4%

40.4%

21.5%

18.2%

19.5%

18.7%

37.0%

3.1%

10.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

老後の介護

健康

家族

住宅・生活環境

仕事

子育て・教育

災害時における防災体制

その他

不安はない
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15.0%

7.3%

14.5%

22.1%

9.0%

12.1%

15.8%

21.1%

5.0%

22.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

近所の人との人間関係

相談体制の整備

住宅・生活環境

公共交通機関の整備

教育施設の整備

商業・娯楽施設の充実

医療機関の充実

福祉サービスの充実

その他

不安はない

15.0%

13.5%

19.0%

22.9%

12.2%

5.2%

16.7%

12.8%

23.7%

5.8%

7.9%

8.7%

6.2%

12.4%

9.0%

12.7%

5.8%

5.7%

7.9%

8.6%

8.7%

11.8%

8.2%

21.1%

21.4%

27.3%

21.9%

18.7%

21.6%

13.5%

23.7%

18.6%

22.3%

15.1%

26.4%

21.0%

23.7%

15.5%

29.4%

18.5%

32.0%

9.5%

4.8%

5.6%

7.3%14.5%

12.7%

14.0%

16.2%

20.9%

11.2%

12.7%

12.8%

14.4%

22.1%

38.1%

24.0%

25.7%

16.5%

27.6%

18.3%

17.1%

15.5%

12.1%

15.1%

11.6%

13.3%

9.4%

11.2%

14.3%

10.3%

11.8%

15.8%

23.0%

14.9%

17.1%

17.3%

16.4%

16.7%

13.7%

6.2%

1.0%

8.5%

4.0%

7.8%

5.8%

3.8%

4.1%

2.4%

5.0%
市平均

金勝小学校区

葉山小学校区

葉山東小学校区

治田小学校区

治田東小学校区

治田西小学校区

大宝小学校区

大宝西小学校区

近所の人との人間関係 相談体制の整備 住宅・生活環境 公共交通機関の整備

教育施設の整備 商業・娯楽施設の充実 医療機関の充実 福祉サービスの充実

その他 不安はない

Q11 地域で不安（不満）に感じること 

・良いところとして利便性が多かった一方、不安（不満）としても「公共交通機関の整備

（22.1％）」があげられている 

・「福祉サービスの充実（21.1％）、「医療機関の充実（15.8％）」など、福祉・医療サービス

の充実も求められている 

・「近所の人との人間関係（15.0％）」も多く、地域の助け合いの必要性も感じられている 

・金勝では基盤整備に不安（不満）を感じているという項目が多く、大宝西では近所との

関係に不安（不満）を感じているなど、地域による項目間の差は大きい 

 

【Q11 地域で不安（不満）に感じること（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区別集計結果】 
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83.8%

57.9%

13.9%

2.1%

9.9%

7.5%

8.4%

5.9%

5.1%

3.0%

4.4%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

家族

友人・知人

職場の同僚・上司

学校の先生

市役所

医療機関の窓口

社会福祉協議会

民生・児童委員

弁護士

その他

どこに相談したらいいかわからない

相談する人がいない

59.9%18.1% 18.4%3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常に関心がある どちらかといえば関心がある 関心がない 無回答

Q12 困ったときの相談相手 

・「家族（83.8％）」、「友人・知人（57.9％）」が多いものの、現在困っている内容によって、

「職場の同僚・上司（13.9％）」、「市役所（9.9％）、「社会福祉協議会（8.4％）」などもあげ

られている 

 

【Q12 困ったときの相談相手（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q13 福祉への関心 

・「非常に関心がある（18.1％）」と「どちらかといえば関心がある（59.9％）」を合わせる

と 78.0％となっている 

 

【Q13 福祉への関心】 

 

 

 

 

 

民生委員・児童委員 
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85.0%13.5% 1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

Q14 ボランティア活動をしているか 

・13.5％が活動をしていると回答 

・活動の内容は多岐に渡っている 

・活動しない理由は「参加したいが時間がない（47.4％）」、「参加したいが、どうしたらい

いかわからない（18.2％）」で、参加したいと考えている回答者が 65.6％に達する 

・その他の自由記述では、高齢や健康上の理由も多い 

 

【Q14 ボランティア活動をしているか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q14-1 ボランティア活動の内容（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

39.9%

35.7%

25.2%

8.4%

11.2%

10.5%

7.7%

6.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

福祉関係

環境関係

青少年育成関係

災害関係

教育関係

文化関係

国際交流関係

その他
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【Q14-2 ボランティア活動をしていない理由（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q15 ボランティア活動支援のための行政施策 

・「情報提供（63.5％）」、「講習・研修の機会を増やす（24.4％）」が多く、Q14で「参加した

いが、どうしたらいいかわからない」という回答からすると、きっかけがあればボランテ

ィア活動に参加したい人の割合は高い 

 

【Q15 ボランティア活動支援のための行政施策（複数回答）】 

 

 

47.4%

18.2%

19.9%

17.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

参加したいが時間がない

どうしたらいいかわからない

参加したくない

その他

63.5%

24.4%

19.7%

16.3%

16.0%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

情報提供

講習・研修の機会を増やす

ボランティアセンターの充実

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの充実

活動拠点の整備

その他

ボランティア・市民活動支援センターの充実 
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Q16 地域における助け合い活性化に重要なこと 

・どの項目も回答数が多く、啓発や場の整備、人材育成、福祉教育、情報システムの整備

などが重要と考えられている 

 

【Q16 地域における助け合い活性化に重要なこと（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q17 栗東市をどのような「福祉のまち」にしたいか 

・健康、生きがい、安心を求める声が多い 

・「住民が主体となって参画していくまち」は 18.0％が回答している。他の項目に比べると

低い値となっているものの、住民が主体となって参画する意識も高まっていると考えられ

る 

 

【Q17 栗東市をどのような「福祉のまち」にしたいか（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

48.6%

18.0%

43.1%

33.0%

50.1%

56.3%

34.3%

46.3%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

助け合いができるまち

住民が参画していくまち

生活環境の整備されたまち

誰もが尊重されるまち

子どもが健康に育つまち

高齢者等が安心して暮らせるまち

要介護でも暮らし続けられるまち

生き甲斐をもち健康に暮らせるまち

その他

31.0% 
30.8% 

19.7%

30.4%

27.1% 
27.0% 

29.7% 
15.7% 

27.9% 
3.1% 

5.3% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

福祉活動の意義を知ってもらう 

活動拠点となる場を整備する 
活動・運営費等の資金援助 
リーダー等を養成する 
専門職員の充実を図る 
橋渡し役を育成する 

情報を共有できるシステム 
研修を行う 

福祉教育を充実する 
その他 
特にない 
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9.4%63.3% 5.3% 19.5%2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

このまま住み続けたい 移りたいが、栗東市内に住みたい

市外に移りたい どちらともいえない

無回答

Q18 現在のところに住み続けるか 

・「このまま住み続けたい（63.3％）」と「現在の住まいは移りたいが、栗東市内に住みたい

（9.4％）」を合わせると 72.7％が栗東市に住み続けたいという意向を持っている 

・「市外に移りたい」は 5.3％しかいない 

・転出・転居の理由は様々であるが、「近所付き合いがうまくいってないから（7.1％）」や

「子どもの教育関係で（7.1％）」などは少ない 

 

【Q18 現在のところに住み続けるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q18-1 転出・転居の理由】 

 

 

 

 

 

35.7%

7.1%

7.1%

57.1%

21.4%

14.3%

57.1%

7.1%

0.0%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事の都合で

子どもの教育関係で

近所付合がうまくいってないから

日常生活に不便だから

環境面で問題があるから

愛着がないから

交通の便が悪いから

住宅が狭い、古い、家賃が高い

（　　　　）が不便だから

その他
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４．アンケート調査票 

 

栗 東 市 地 域 福 祉 計 画 策 定 に関 する意 識 調 査 

 

（Ｆ１）あなたがお住まいの小学校区は、次のうちどこにあたりますか。（１つだけ回答） 

   １．金勝小学校区  ２．葉山小学校区  ３．葉山東小学校区  ４．治田小学校区   

５．治田東小学校区  ６．治田西小学校区 ７．大宝小学校区  ８．大宝西小学校区 

 

（Ｆ２）あなたの性別をお答えください。（１つだけ回答） 

   １．男性     ２．女性 

 

（Ｆ３）あなたの年齢をお答えください。（１つだけ回答） 

１．１９歳以下  ２．２０歳代  ３．３０歳代  ４．４０歳代  ５．５０歳代 

６．６０歳代   ７．７０歳以上 

 

（Ｆ４）ご家族についてお答えください。現在一緒に暮らしている方すべてに○をつけてください。

（続柄は、記入者から見た関係です。） 

１．記入者本人  ２．配偶者  ３．子ども（１５歳未満） ４．子ども（１５歳以上）

５．子どもの配偶者    ６．父親（６５歳未満）  ７．父親（６５歳以上） 

８．母親（６５歳未満）  ９．母親（６５歳以上）  10．兄弟姉妹  11．祖父 

12．祖母  13．孫  14．その他（      ） 

 

（Ｆ５）一緒に暮らしている家族の中で、病気・障害などのために介護（援助）を必要とされる方が

いますか。 

１． いる      ２．いない 

 

（Ｆ６）あなたの現在の健康状態はいかがですか。（１つだけ回答） 

   １．よい  ２．まあよい  ３．ふつう  ４．あまりよくない  ５．よくない 

   ６．わからない 

 

（Ｆ７）あなたのご職業をお答えください。（１つだけ回答） 

１．自営業（農業を含む）  ２．勤め人  ３．パート・アルバイト  ４．学生 

５．無職  ６．その他（            ）    

 

（Ｆ８）あなたは、栗東市に何年ほどお住まいですか。（１つだけ回答） 

   １．１年未満  ２．１年～５年未満  ３．５年～１０年未満 

  ４．１０年～１５年未満  ５．１５年～２０年未満  ６．２０年以上 
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Ｑ１ あなたは、地域の行事、地域の活動に参加経験がありますか。      （１つだけ回答） 

 
 

Ｑ２ 今のご近所との付き合いに満足してますか。                 （１つだけ回答） 

 

 

 

Ｑ３ 地域住民が安心して暮らせるようにあなた自身ができることは何ですか。（複数回答可） 

 １．見守り・声かけ運動  ２．環境美化活動  ３．災害など緊急時の救助活動 

 ４．各種ボランティア活動  ５．地域行事への参加  ６．家事支援  ７．寄付や募金  

 ８．話し相手  ９．福祉への関心を持つ  10．情報提供  11．その他（      ） 

 

Ｑ４ あなたと、ご近所の人との関係は次のどれに近いですか。        （１つだけ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

１．参加したことがある。    

２．参加したことがない。    

Ｑ１－１ それは、どのような活動ですか。                       （複数回答可） 

    １．自治会の行事  ２．老人クラブ活動  ３．子ども会活動  ４．ＰＴＡ活動 

    ５．交通安全活動  ６．防犯・防災活動  ７．教育・子育てに関する行事 

    ８．スポーツ関係  ９．趣味、娯楽の活動  10．お祭り  11．葬式の手伝い 

    12．ボランティア活動  13．その他各種団体活動  14．その他（        ） 

Ｑ１－2 参加されない理由を教えてください。                    （複数回答可） 

    １．興味のある行事、イベントがないから。 

    ２．人との関係をあまり持ちたくないから。 

    ３．情報が入りにくいから。 

    ４．地域の情報は必要ないから。 

    ５．時間的な余裕がないから。 

    ６．知らない人ばかりで参加しにくいから。 

    ７．すべてに関心がないから。 

    ８．その他（                ） 

 １．満足している。           ２．ほぼ満足している。 
 ３．あまり満足していない。       ４．不満である。 

１．葬祭など、また、何か困ったときに助け合える人がいる。 

２．お互いに訪問しあう程度の人がいる。 

３．立ち話する程度の人がいる。 

４．挨拶する程度の人しかいない。 

５．ほとんど付き合いはない。 

６．その他（                     ） 
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Ｑ５ 今後、ご近所とのお付き合いのなかで、これなら手助けできる、手助けして欲しい、と思うこと

がありますか。                    （該当する欄に○をつけてください） 

区      分 

こ
れ
な
ら 

手
助
け
で
き
る 

必
要
な
時
手
助
け

を
し
て
欲
し
い 

ど
ち
ら
も
あ
ま
り 

思
わ
な
い 

１．相談事の相手になる    

２．買い物や近くまでの外出などにつきあう・手伝う    

３．子どもを預かったり、公園での遊びの見守りなどをする    

４．一人暮らしの高齢者、障害者などの見守りをする    

５．簡単な家の修理や掃除、庭の草刈りなどを手伝う    

６．病気など緊急時に看病したり医者を呼ぶなど手助けをする    

７．地震などの災害時に地域の防災組織として安否確認などをする    

８．その他（                       ）    

 

Ｑ６ あなたの考える「地域」の範囲をお答え下さい。               （１つだけ回答） 

  １．となり、近所という範囲  ２．自治会という範囲    ３．小学校区という範囲 

  ４．中学校区という範囲    ５．栗東市全体という範囲  ６．その他（      ） 

 

Ｑ７ あなたは、地域とのつながりがある方だと思いますか。          （１つだけ回答） 

  １．つながりがあると思う   ２．つながりは余りない   ３．わからない 

 

Ｑ８ あなたが現在住んでいる地域の良いところはどんなところだと思いますか。また、（ ）内に具

体的にお書き下さい。                      （複数回答可） 

  １．住民間のコミュニケーションがとれている 

  ２．地域の活動が活発である 

  ３．自然が多くまちなみが美しい（具体的に                     ） 

  ４．歴史や伝統文化を感じることができる。（具体的に                ） 

  ５．昔から守ってきた祭りなどがある（具体的に                   ） 

  ６．買い物など日常生活が便利である 

  ７．公共施設が整備されている（具体的に                      ） 

  ８．京阪神方面などにでるのに交通が便利である 

  ９．公共施設や交通機関などのバリアフリー（段差をなくしたり、スロープを付けたりなど）

が進んでいる 

  10．病院や診療所などの医療機関が身近にある 

  11．その他（                                   ） 

  12．良いところはない 
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Ｑ９ あなたのお住まいの地域に、小学校区ごとに地域振興協議会が組織されており、市民の立場

で、地域のコミュニケーションを図り、住環境を良くするためのさまざまな活動に取り組んでおら

れますが、あなたはこれに参加されたことがありますか。    （複数回答可） 

１．役員として参加（参画）したことがある   

２．学区運動会・球技大会など体育部会の催し 

３．学区敬老会や福祉に関する講演会・ボランティア活動など福祉部会などの催し 

４．生活環境美化活動やごみ減量化などの研修等生活環境部会などの催し 

５．交通安全や防災・防犯など交通（生活）安全部会などの催し 

６．人権講演会など社会同和教育部会などの催し 

７．子育て講演会やこども１１０番・パトロールなど青少年育成部会などの催し 

８．各学区公民館を主会場に催されるふれあいフェスティバル・健康フェスティバルなど 

９．男女共同参画セミナーや手づくり講座など各種研修会 

10．その他（                    ） 

11．さまざまな催しがあることは知っているが、参加したことがない 

12．地域振興協議会があることを知らない 

 

Ｑ10 あなたが、自分自身のことで現在不安に思っていることは何ですか。  （複数回答可） 

  １．老後の介護に関すること       ２．健康に関すること 

  ３．家族のこと             ４．住宅、生活環境のこと 

  ５．仕事のこと             ６．子育て・教育に関すること 

  ７．地震などの災害時における防災体制  ８．その他（               ） 

  ９．不安はない 

 

Ｑ11 あなたが、住んでいる地域のなかで不安（不満）に感じていることはなんですか。（複数回答可） 

  １．近所の人との人間関係     ２．相談体制の整備 

  ３．住宅・生活環境        ４．公共交通機関の整備 

  ５．教育施設の整備        ６．商業・娯楽施設の充実（スーパー、コンビニなど） 

  ７．医療機関の充実        ８．福祉サービスの充実 

  ９．その他（          ）10．不安はない 

 

Ｑ12 もし、あなた自身がさまざまな場面で困ったとき、誰に相談しますか。  （複数回答可） 

  １．家族     ２．友人・知人    ３．職場の同僚・上司   ４．学校の先生 

  ５．市役所    ６．医療機関の窓口  ７．社会福祉協議会（心配ごと相談など） 

  ８．民生委員・児童委員   ９．弁護士   10．その他（          ） 

  11．どこに相談したらよいのかわからない   12．相談する人がいない 

 

Ｑ13 あなたは、福祉に関心をお持ちですか。                    （１つだけ回答） 

  １．非常に関心がある   ２．どちらかといえば関心がある   ３．関心がない 
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Ｑ14 あなたは、ボランティア活動をしていますか。               （１つだけ回答） 

 

Ｑ15 栗東市はボランティア活動を支援するため、ボランティア市民活動センターにおいて情報収

集や情報の発信などその活動支援とともに、各種講習会を開催するなどボランティア養成

に努めていますが、さらに活発にするためにはどのように取り組みを行うべきですか。  

                                     （複数回答可） 

  １．情報提供               ２．講習・研修の機会を増やす 

  ３．ボランティアセンターの充実      ４．ボランティアコーディネイターの充実 

  ５．活動拠点の整備            ６．その他（            ） 

 

Ｑ16 核家族化や高齢化が進行するなかで、地域における助け合いの活動が活発化することが重

要になってきています。地域における助け合いを活発にするためには、どのようなことが重要

だと思いますか。                                    （複数回答可） 

  １．地域における福祉活動の意義と重要性を知ってもらう。 

  ２．地域でボランティアなどの活動拠点となる場を整備する 

  ３．地域における福祉活動の活動費、運営費などの資金援助を行う 

  ４．リーダーや福祉活動に携わる人を養成する。 

  ５．福祉活動の相談、指導を担当する専門職員の充実を図る 

  ６．困っている人と、助けることのできる人との橋渡し役を育成する 

  ７．困っている人の情報などが共有できるシステムをつくる 

  ８．介護やボランティア活動の方法等に関する研修を行う 

  ９．学校教育や社会教育での福祉教育を充実する 

  10．その他（                      ） 

  11．特にない 

   １．は い  

   ２．いいえ  

Ｑ14で「１．はい」と回答された方にお尋ねします。 

Ｑ14－１ それは、どのような活動ですか。             （複数回答可） 

  １．福祉関係  ２．環境関係  ３．青少年育成関係  ４．災害関係 
  ５．教育関係  ６．文化関係  ７．国際交流関係   ８．その他（     ） 

 

Ｑ14で「２．いいえ」と回答された方にお尋ねします。 

Ｑ14－２ その理由は何ですか。                   （複数回答可） 

  １．参加したいが時間がない 
  ２．参加したいが、どうしたらいいのかわからない 
  ３．参加したくない 
  ４．その他（                   ） 
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Ｑ17 あなたは、栗東市をどのような「福祉のまち」にしたいですか。     （複数回答可） 

  １．お互いに支えあい、助け合いができるまち 

  ２．住民が主体となって参画していくまち 

  ３．生活環境の整備されたまち 

  ４．差別や偏見のない、誰もが尊重されるまち 

  ５．子どもが身体も心も健康に育つまち 

  ６．高齢者や障害者が安心して暮らせるまち 

  ７．介護が必要になっても生まれ育ったまちで暮らすことができるまち 

  ８．いつまでも生き甲斐を持ち、健康に暮らすことができるまち 

  ９．その他（                            ） 

 

Ｑ18 あなたは、これからも現在のところに住みつづけますか。        （１つだけ回答） 

 

  Ｑ18で「２・３」のいずれかに回答された方にお尋ねします。 

   Ｑ18－１ 転出あるいは転居されたい理由は何ですか。         （複数回答可） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後までご回答いただき、ありがとうございました。 

 

１．仕事の都合で 

  ２．子どもの教育の関係で 

  ３．近所付き合いがうまくいっていないから 

  ４．日常生活に不便だから 

  ５．暮らしの快適さなど環境面で問題があるから 

  ６．生まれ育った場所ではなく、愛着がないから 

  ７．交通の便が悪いから 

  ８．住宅が狭い、古い、家賃が高いなど 

  ９．（             ）が不便だから 

  10．その他 

 １．このまま住みつづけたい 

 ２．現在の住まいは移りたいが、栗東市内に住みたい 

 ３．市外に移りたい 

 ４．どちらともいえない 
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 資料３：地域懇談会の概要  
 

１．地域懇談会の概要 

（１）地域懇談会の趣旨 

地域福祉計画の策定に際しては、住民の参加が求められています。本計画の策定にあたり、

それぞれの地域の課題を住民の方に検討していただき、その課題解決に向けてどの様な目

標を持ち、住民自らどの様な具体的な行動をとるのかについて、地域懇談会で議論し計画

に反映させることとしています。 

 

（２）実施要領 

○地域の単位：小学校区単位で実施 

○推進組織 ：小学校区単位で構成されている地域振興協議会 

○実施回数 ：地域懇談会は２回を基本としつつ、地域の状況に応じて対応 

○参加者  ：地域振興協議会福祉担当部会等を中心とする住民及び民生委員・児童委員 

○運営   ：検討するテーマごとに行政及び社会福祉協議会の職員が運営する 

○検討テーマ：以下の５つのテーマごとにグループを構成 

・高齢者 

・子ども 

・健康 

・障害 

・コミュニティ 

 

（３）進め方 

○第１回地域懇談会 

・地域懇談会の趣旨の確認 

・行政課題及びアンケートによる生活課題の紹介 

・課題の抽出 

・課題の優先順位を決定 

 

○第２回地域懇談会 

・目標の設定 

・活動内容の検討 

・活動内容の優先順位を決定 

・具体的な活動内容の検討 
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＜地域懇談会の進め方＞ 
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地域で話し合い 

・第１回地域懇談会で話し合った課題や目標について、

意見を聞いてみる 

・第２回地域懇談会に向けて、具体的な解決方法のアイ

デアを集める 
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＜第１回地域懇談会の検討イメージ＞ 
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ぶのが不安 
子どもがゲーム

ばかりしてる 

子どもの安全な

遊び場がない ・・・ 

子どもを安心して遊ばせ
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模造紙 

一人暮らしのお
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の始末が不安 

移動手段がない 
・・・ 

将来の健康が不
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運動不足をどう

するか 
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・・・ 

災害情報が伝わ

らない 
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体の不自由な人が災害時
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優先順位○位 

優先順位○位 

4.優先順位をつける 

3.課題をｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ 

1.付箋に書き込む 

2.課題を出し合う 
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＜第２回地域懇談会の検討イメージ：その１＞ 

 
模造紙 

目標１：親の教育力を

高める 

目標２：子どもが安心して

遊べる環境をつくる 

目標３：地域の教育力
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つくる 

子どもに外の遊

びを教える 

・・・ 

昔の遊びの楽し

さを教える 

地域の文化や歴

史を学ぶ 

地域を学ぶ会を

つくる 

・・・ 

世代間の交流を

深める 
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触れ合う機会を

増やす 

読書の会をつく
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会をつくる 
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1.目標を設定する 

１ 
２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

2.活動内容を付箋に

書き込み貼り付ける 

3.活動内容を決定 

4.優先順位を決定 
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＜第２回地域懇談会の検討イメージ：その２＞ 

 

 
模造紙 

活動内容１：安心して遊べる公園を作る 

１．概要 ○○公園を、大人が見守るなかで、子供たちが

安心して遊べる公園となるようにする 

２．具体的な活動内容 

場所：○○公園 
時期：毎週○曜日、○時～○時 
スタッフ：子ども好きな方のボランティア／○名 
イベント：子どもに遊びを教えるイベントを企画 
推進主体：「○○の会」 
・・・・：・・・・・ 

３．準備すること 

場所：○○公園の位置の適正、危険な箇所はないか 
時期：どのくらいの頻度で開催できるか 
スタッフ：どのようにして募集するか 
推進主体：推進役は誰か 
     どのような組織で推進するか 
・・・・：・・・・・ 

４．課題 ニーズの掘り起こし／イベントの企画 

行政：危険箇所の点検／スタッフ募集の支援 



- 114 - 

２．第１回地域懇談会の開催状況 

第１回地域懇談会は、平成１８年１１月１０日から１１月２４日までの期間に、９つの各

小学校区にて開催され、住民の延べ参加者数 223名、職員参加者数 134名によって各テー

マの課題が検討されました。詳細は以下の通りとなっています。 

 
検討テーマ 

日時 小学校区 

参加者数 

(うち、民生

委員・児童

委員数) 

職員 

出席者数 
グループ数 

高
齢
者 

子
ど
も 

健
康 

障
害 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

平成18年11月10日（金） 

19:30～ 
治田学区 21（11）名 15名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成18年11月12日（日） 

15:00～ 
大宝東学区 5（2）名 15名 1グループ 全般 

平成18年11月12日（日） 

19:00～ 
治田西学区 45（14）名 14名 6グループ ○ 

○ 

○ 
○ ○ ○ 

平成18年11月13日（月） 

19:30～ 
大宝学区 25（11）名 16名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成18年11月14日（火） 

19:30～ 
金勝学区 25（0）名 15名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成18年11月15日（水） 

19:30～ 
葉山学区 25（12）名 15名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成18年11月17日（金） 

19:30～ 
治田東学区 27（9）名 14名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成18年11月20日（月） 

19:30～ 
葉山東学区 33（8）名 15名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成18年11月24日（金） 

19:30～ 
大宝西学区 17（6）名 15名 4グループ ○ - ○ ○ ○ 
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３．第２回地域懇談会の開催状況 

第２回地域懇談会は、平成１９年１月１２日から１月２３日までの期間に、９つの各小学

校区にて開催され、住民の延べ参加者数 183名、職員参加者数 120名によって各テーマの

目標及び活動内容が検討されました。詳細は以下の通りとなっています。 

 
検討テーマ 

日時 小学校区 

参加者数 

(うち、民生

委員・児童

委員数) 

職員 

出席者数 
グループ数 

高
齢
者 

子
ど
も 

健
康 

障
害 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

平成19年1月12日（水） 

19:30～ 
治田学区 17（7）名 15名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成19年1月15日（月） 

19:30～ 
金勝学区 24（6）名 14名 ５グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成19年1月16日（火） 

19:30～ 
大宝学区 22（11）名 15名 ５グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成19年1月17日（水） 

19:30～ 
治田東学区 23（7）名 14名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成19年1月19日（金） 

19:30～ 
大宝西学区 9（4）名 12名 ４グループ ○ - ○ ○ ○ 

平成19年1月20日（土） 

19:30～ 
治田西学区 29（8）名 14名 ６グループ ○ 

○ 

○ 
○ ○ ○ 

平成19年1月21日（日） 

19:30～ 
大宝東学区 8（1）名 7名 ２グループ 全般 

平成19年1月22日（月） 

19:30～ 
葉山学区 19（8）名 15名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成19年1月23日（火） 

19:30～ 
葉山東学区 32（9）名 14名 5グループ ○ ○ ○ ○ ○ 
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４．生活課題の具体的内容 

第１回地域懇談会において、９つの小学校区で検討された各テーマに関する地域課題につ

いて分類した結果は以下の通り。 

 

Ａ．「高齢者」に関する地域課題のまとめ 

課題 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 話を聞いてくれる人が身近にいない 治田東 

２ 高齢者の居場所がない 大宝 

３ 誰もが参加したいと思う場がない 葉山 

３ 地域の高齢男性がでてこない 葉山東 

３ 馴染みの関係が地域の中でつくれていない 治田東 

３ 老人クラブの魅力の欠如 大宝 

４ 高齢者の生きがいづくりの場が少ない 大宝東 

○生きがいの場づくり 
 （８件） 

４ 交流する場がない 大宝西 

１ 住んでいる人の顔が見えない 葉山 

１ 高齢者の情報が把握できない 治田西 

２ 高齢者に関する情報が把握できない 金勝 

２ 地域で情報をつかめていない 大宝西 

４ 住んでいる人の顔が見えない 大宝 

○高齢者に関する情報の把握 
（６件） 

５ 高齢者の情報が共有できていない 治田 

１ 緊急時に一人暮らしをどう助けるのか 大宝西 

２ 一人暮らしの（日中）お年寄りの生活が不安 葉山 

２ 一人暮らしの高齢者を見守っていくことが課題 葉山東 

２ 緊急時、一人暮らし高齢者の防災をどうするか 治田西 

○一人暮らし高齢者の見守り 
（５件） 

２ 一人暮らしのお年寄りの生活が不安 治田東 

１ 協働の精神が足りない 葉山東 

２ 思いやりの心が足りない 治田 

３ 子どもが親を見なくなった 金勝 

４ 若い世代と高齢世代の交流がない 葉山東 

○高齢者を支える意識の低下 
（５件） 

４ 新旧住民の交流がない 治田西 

１ 助け合いの組織力が不十分 治田 

４ 地域の高齢者を支える人が少ない 金勝 

４ サロンの世話役がいない 葉山 

４ 人材の掘り起こしが必要 治田 

○人材育成、組織力強化 
（５件） 

５ 人材育成が必要 大宝 

１ 健康づくりの啓発が十分でない 大宝 

３ 認知症の予防が十分にできていない 治田西 
○介護予防、健康づくり 
（３件） 

５ 誰もが参加できる介護予防教室でない 葉山 

１ 高齢者の日常を支える基盤が充実していない 金勝 

３ 高齢者の声が引き出せていない 治田 

３ 高齢者のサービスの情報をつかめていない 大宝西 
○その他（４件） 

４ 公共交通機関が整っていない 治田東 
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Ｂ．「子ども」に関する地域課題のまとめ 

課題 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 親が親になりきれていない 葉山 

１ 家族の教育力の低下 葉山東 

１ 親教育 治田西 

１ 家庭内の子育てで教育が希薄である 治田東 

１ 親の子育て力が乏しい 大宝 

２ 親の教育力不足 金勝 

２ 親としての自覚が薄い 葉山東 

２ 家庭の教育力低下 治田 

３ 指導者の育成ができていない 治田西 

５ 親が過保護過ぎる 金勝 

○家庭における教育力の低下 

 （１１件） 

５ 子どものしかり方が難しい 大宝東 

１ 通学路の安全に不安 金勝 

１ 子どもが外で遊ばなくなった 大宝東 

２ 安全な遊び場がない 葉山 

３ 外で遊べない 治田 

３ 安全な遊び場がない 治田東 

３ 子どもの遊ぶ場が整備されていない 大宝 

４ 遊ぶ環境が整っていない 葉山東 

４ 遊び方を知らない 治田 

４ 通学路が危険である 治田東 

- 子どもが安全に生活する環境が整っていない 治田西 

○安全な遊び場、通学路の確

保 

（１１件） 

- 遊びの環境が整っていない 治田西 

２ 地域で子どもや大人の繋がりが弱くなっている 治田西 

２ 地域の教育力が不足している 治田東 

４ 地域と子どものふれあいが少ない 葉山 

- 地域で子どもを育てる意識が希薄 治田西 

○地域における教育力の向上 

（５件） 

- 学校教育と地域の連携 治田西 

１ 居場所がない 治田 

３ 子どものリーダーがいない 葉山東 

５ 子どもの数が少ない 葉山東 

５ 自己中心の子どもが多い 治田 

○少子化による意識の変化 

（５件） 

- 子どもの居場所がない 治田西 

４ 行政の対応 治田西 

５ 教師の立場が弱い（もっと強くなれ） 大宝 
○行政施策における課題 

（３件） 
- 乳幼児を育てる環境が十分でない 治田西 

１ 大人の子どもへの関わり方が問題 治田西 
２ 親のコミュニケーション能力が不足している 大宝 
３ 子どもの体験の場が少ない 金勝 
３ 子どもの心の豊かさがない 葉山 
４ 親同士のコミュニケーション不足  

○その他（６件） 

４ 子どもに遊びの体験が少ない 大宝 
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Ｃ．「健康」に関する地域課題のまとめ 

課題 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 独居老人の健康づくりが課題 葉山 

１ 自分の適量を知らない 治田東 

２ 生活習慣の改善ができない 大宝 

３ 栄養のバランスがわからない 葉山東 

３ 栄養が偏っている 治田 

６ 食生活の乱れ 大宝西 

- 子どもの状況をきちんと親が判断できない 治田西 

- 子どもの生活習慣が偏っている 治田西 

○生活習慣の改善が課題 

 （９件） 

- 会社を辞めると生活リズムが乱れる 治田西 

２ 健康づくりをするための地域組織の弱体化 葉山 

２ 運動不足の状態 治田 

３ 地域にできるきっかけがない 治田東 

３ 身近なところで体力づくりができない 大宝 

４ 健康づくりは一人では長続きしない 葉山東 

５ 健康づくりをする環境が少ない 葉山東 

○健康づくりの場の確保 

（７件） 

- 健康づくりのリーダー不足 治田西 

１ 高齢になって健康に対する不安がある 葉山東 

１ 自分の健康づくりに不安を持っている 治田 

１ 自分の健康状態を手軽に知ることができない 大宝 

２ 自分の健康を知らない 治田西 

２ 予備軍が増えている 治田東 

○健康に対する不安感 

（６件） 

４ 健康に対して不安がある 大宝西 

２ 健康づくりをすすめるために交通手段が不便 金勝 

３ 医療機関が少ない 金勝 

３ 健康づくりに対する環境に不安がある 大宝西 

４ 安心して歩けない 治田東 

○健康づくりの基盤整備 

（５件） 

４ 健康づくりのための環境が十分整っていない 大宝 

１ 心の病気が増えている 治田西 

２ 生きがいがない 葉山東 

４ ストレスがたまっている 治田 

○心の健康 

（４件） 

５ 心の健康づくり 大宝 

１ 健康づくりのための情報がない 金勝 

３ 健康づくりの情報が不足 葉山 
○健康づくりの情報が少ない 

（３件） 
５ 健康づくりのための情報が少ない 大宝西 

１ 健康に対する意識が低い 大宝西 

２ 健康づくりに関心がある人が少ない 大宝西 

６ 社会資源の活用がへた 大宝 
○その他（４件） 

- 高齢者の自立を阻害している 治田西 
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Ｄ．「障害」に関する地域課題のまとめ 

課題 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 障害者と接する機会が少ない 葉山東 

１ 専門的知識と情報がない 治田 

１ 障害者に対する理解が不十分 大宝 

２ 地域に出にくい環境がある 金勝 

２ 障害について理解できていない 葉山 

２ 障害に対する理解ができていない 葉山東 

２ 地域コミュニティの受け皿が十分でない 治田 

○障害者に対する理解不足 

 （８件） 

２ 障害者であるかどうかわからない 大宝西 

１ 障害者の現状を把握できていない 金勝 

１ 障害者の把握が難しい 葉山 

１ 障害者の情報を把握できていない 治田西 

Ｂ1 障害者の方の情報が把握できない 治田東 

２ 障害者の状況を把握できていない 大宝 

３ 障害者の情報を地域で把握できていない 葉山東 

３ 行政のバックアップづくり、情報の公開 治田 

○現状が把握できていない 

 （８件） 

３ 障害者の状況を地域で把握することが難しい 大宝西 

Ａ１ 障害者が外出しやすい環境が整っていない 治田東 

３ 障害者の声が行政に届かない 大宝 

４ バリアフリーになっていない 金勝 

４ 障害者の使用しにくい施設がある 葉山 

４ 障害者を支える施設が足りない 葉山東 

○バリアフリー化、施設整備 

 （６件） 

５ 障害者が住みやすい環境が整備されていない 大宝西 

１ 障害のないものが何をしていいかわからない 大宝西 

Ｃ１ 障害者の方の支援の仕方がわからない 治田東 

３ 障害者への接し方がわからない 金勝 

○支援方法がわからない 

 （４件） 

３ どんな支援を望んでいるかわからない 治田西 

Ａ２ 障害者の社会参加の活動の場がない 治田東 

Ｂ２ 障害者の方と接する機会が少ない 治田東 
○社会参加の場がない 

 （３件） 
４ 地域とのふれ合いが少ない 大宝西 

２ 災害時に安心して避難できるか不安 治田西 ○災害時の避難、支援体制 

 （２件） ３ 災害時の支援体制ができていない 葉山 
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Ｅ．「コミュニティ」に関する地域課題のまとめ 

課題 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 防災・福祉に対する関心が薄い 葉山 

１ 近所づきあいが難しい 葉山東 

２ 自分の事ばかり考える（個人主義） 葉山東 

２ 自治会活動に対する意識の低下、逃避 治田西 

２ 思いやりが足りない 大宝 

２ 近所の人の顔が見えない 大宝東 

２ 地域活動に参加したくない人がいる 大宝西 

３ 地域で子どもを育てる環境がつぶれていく 治田西 

３ 近所づきあいに理解がない 治田東 

４ 地域行事、活動への意識が弱い 治田 

４ 地域行事への関心が薄い 大宝 

５ 職場と地域の両立が難しい 金勝 

５ 行事参加が少ない（高齢化） 葉山東 

５ 役をすることを嫌がる 治田東 

７ すすんで人の世話をする人が少なくなってきた 大宝西 

○地域（活動）に対する意識

低下 

 （１６件） 

８ 子どもの参加がない 葉山東 

１ 賃貸入居者との交流が図りにくい 治田西 

１ 持ち家と借家住まいの人の考え方に違いが大きい 治田東 

２ 世代を越えた人々がふれあえる場がない 葉山 

３ 地域・世代間の交流が難しい 大宝 

３ 地域内の交流があまりできていない 大宝東 

４ 世代間の交流が図れていない 金勝 

４ 団体どうしの交流がない 葉山 

４ 世代間の意識の差 葉山東 

○世代間、住民間の交流不足 

 （９件） 

４ 世代間のギャップが大きい 治田東 

３ コミュニティ活動活性化の基盤ができていない 金勝 

３ 道路、環境の整備の遅れ 治田 

４ コミュニティの基盤整備ができていない 治田西 

４ 地域の集会所の活用が不十分である 大宝西 

５ 福祉施設などハード面の遅れ 治田 

５ コミュニケーションを図る場の整備ができていない 大宝西 

○活動基盤の整備 

 （７件） 

８ 道路整備が画一化されてない 大宝西 

１ 住んでいる人の情報が把握できない 金勝 

１ 住んでいる人の情報がよくわからない 治田 

１ 地域の人の顔が見えない 大宝西 

２ 個人情報保護で住んでる人がわからない 治田東 

５ 福祉活動に対する情報が少ない 葉山 

○住民に関する情報が把握で

きない 

 （６件） 

６ 個人情報が把握できない 葉山東 

１ リーダーの発掘がされていない 大宝 

２ リーダーが育っていない 金勝 
○人材（リーダー）の育成 

 （３件） 
３ リーダーの不足 葉山東 

３ まちづくり組織（地域振興協議会）の活動が弱い 葉山 

６ 民生委員・児童委員と自治会の連携が十分でない 大宝西 
○地域組織の活性化 

 （３件） 
７ 地域の協力がない 葉山東 

２ 高齢者の教養を深められる場、機会が少ない 治田 

３ 災害時の情報が十分でない 大宝西 
○その他 

 （３件） 
６ 「福祉のまち」のイメージと実態にギャップがある 治田 
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５．活動内容の具体的内容 

第２回地域懇談会において、９つの小学校区で検討された各テーマに関する活動内容につ

いて分類した結果は以下の通り。 

 

Ａ．「高齢者」に関する活動内容のまとめ 

活動内容 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 小さなグループで交流の場をもつ 葉山 

１ 魅力ある老人クラブをつくる／魅力あるサロンをつくる 治田 

１ 小学校区単位で集まる場所をつくる 大宝 

２ 行事を通して交流を行う 治田西 

２ 近所に「お茶飲み会」をつくる 治田東 

２ 地域に密着した居場所づくり（自治会単位） 大宝 

２ 子ども会との交流／同じ趣味をもった人の集まりをつくる 大宝東 

３ 高齢者の交流の場を設定する 金勝 

３ 高齢者が集まる会の企画 治田 

３ 自由に出入りできる（デパート方式） 大宝 

４ 地域のクラブ活動をつくる 大宝西 

５ 老人クラブ主体にサロン活動をする 葉山 

６ 老人会サロンをつくる 治田東 

６ 
高齢者の立寄りやすい地域の手作りレストラン「シルバーレス

トラン」をつくる 
治田東 

６ 老人会サロンに誘う 治田東 

- 高齢者の集まる場づくりをする 葉山東 

- 各年代の会できづなをつくる 葉山東 

○交流の場づくり 
 （１８件） 

- 食べたり飲んだりする行事を企画する 葉山東 

１ 高齢者リスト（名簿）の作成 金勝 ○高齢者の情報把握 
（２件） １ 一人暮らし高齢者の方の名簿を地域でつくり声をかけあう 治田東 

１ ネットワークをつくる 治田西 ○緊急時に備えた仕組み 
（２件） １ 緊急時の対応システムをつくる 大宝西 

２ あいさつや声かけ運動をする 治田 

２ 声をかけあう雰囲気づくりをする 大宝西 

４ 遠慮がちな高齢者に何度も声かけをして外出を促す 治田東 

４ 「何かあったら気楽に言ってね」と声をかける 治田東 

- 近所の人が声かけする 葉山東 

○高齢者への声かけ活動 
（６件） 

- 声かけ（挨拶）をする 葉山東 

２ 地域ボランティアをつくる 治田 ○ボランティア活動 
（２件） ５ 地域の中で傾聴ボランティアのシステムづくり 治田東 

２ 隣近所をお互いに訪問しあう 金勝 ○高齢者への訪問活動 
（２件） - 友愛訪問を行う 葉山東 

３ ボランティアに関心のある人を募集する 葉山 

４ 老人クラブのリーダーの育成 葉山 

５ 見守り・声かけの支援者を決める 葉山 

５ リーダー講習会を開く 葉山 

５ リーダー同士の交流会を開く（情報交換） 葉山 

８ 地域の専門スタッフの養成／リーダー養成研修会の開催 大宝 

○人づくり 
（７件） 

- リーダーになる人を養成する 葉山東 
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３ 老人クラブ等での勉強会を開催する 大宝西 

４ 定期的で継続した健康教室の開催 大宝 

５ 散策コースをつくる 大宝 
○健康教室等 
（４件） 

６ 男の料理教室を開催する 大宝東 

４ 興味のあること、得意なことを聞き出す 治田 

５ 高齢者の活躍できる場をつくる 金勝 

６ 体験農園をつくる 大宝東 
○活躍の場づくり 
（４件） 

- 趣味を生かした事業の推進 葉山東 

３ 季節の移り変わりを感じてもらう、散歩に連れ出す 治田東 

３ 家族が気をつける（講習会、サロン等） 治田西 

４ 
くりちゃんバス、くりちゃんタクシーを使いやすくするための

提案 
金勝 

５ 市役所からの情報提供 葉山 

５ 参加への呼びかけ 治田 

６ 老人クラブの活動を知ってもらう場をつくる 大宝 

７ 老人クラブの仕組みの見直し 大宝 

○その他 
（８件） 

- 親から子へ文化や伝統を残す 葉山東 
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Ｂ．「子ども」に関する活動内容のまとめ 

活動内容 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 自然に挨拶できる地域の雰囲気をつくる 葉山 

１ 地域交流の場をつくる 治田 

１ 地域の伝統行事を大切にする 大宝東 

２ 地域で子ども広場を開催する 治田西 

２ 子どもの広場を充実させる 治田西 

３ 子ども会と民生委員・児童委員が共同で行うサロンの実施 葉山 

３ 親子、地域でバスツアーを開催する 治田東 

３ 地域であいさつ運動する 大宝東 

４ 地域の見守りを充実させる 大宝東 

５ 地域で子どもを見守る 治田 

○地域ぐるみの子育て活動 

 （１１件） 

５ あいさつ運動をする 治田西 

１ 世代間の交流を促進する 葉山東 

１ 自治会単位で世代間交流を実施 治田西 

２ 学年及び世代交流の場をつくる 治田 

２ 世代間の交流の場をつくる 大宝東 

○世代交流への取り組み 

（５件） 

２ 世代間の交流できる場をつくる 治田西 

１ 通学路の立番を充実する 金勝 

１ スクールガードの活動を活発にする 治田東 
○通学路の安全確保 

（３件） 
４ 民間のスクールバスを誘致する 金勝 

１ 教育委員会と学校と親の交流の場をつくる 大宝 

２ 親と子の参加する事業を企画する 金勝 

２ 親の教育をする場をつくる 葉山東 

２ 読書会をする 治田東 

３ 親を教育する場をつくる 治田西 

４ 子育て研修会を実施する 葉山 

４ 学ぶ場をつくる 治田 

○子育て支援、親教育 

（８件） 

６ 親子料理教室を実施する 葉山 

１ 昔の遊びを教える会をつくる 大宝東 

２ 
子どもも大人も一緒になって楽しめる場（環境、公園）をつく

る 
葉山 

２ 
一人遊びをなくすためにたくさんの人数で遊べる遊びを教え

る 
大宝 

３ 子どもの自然体験の場をつくる 金勝 

３ 遊びを教える地域ボランティアグループをつくる 治田 

４ 自然を利用した遊び場をつくる 葉山東 

４ 豊かな自然の中で遊びの和を広げる 治田西 

４ 小中学校のグランドを利用する 治田東 

４ 親子で楽しめる遊びの場をつくる 大宝 

５ 昔の遊びを教える 治田東 

５ 散策コースをつくる 大宝東 

○遊び場、遊びを教える 

（１２件） 

６ 環境整備をする 治田 

１ 地域の指導者の掘り起こしをする 治田西 
○人づくり（２件） 

３ 登校班長（上級生）の研修をする 葉山東 

３ 自治会単位・地区別にサロンを開く 治田西 
○その他（２件） 

３ 井戸端会議の場をつくる 大宝 
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Ｃ．「健康」に関する活動内容のまとめ 

活動内容 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 健康教室をシリーズで開催する 葉山東 

１ 地域で健康教室を開催する 大宝 

１ 
自治会館で運動の教室を続けて開催（みんなが参加できるよう

に） 
大宝西 

２ 親への健康教育を考える会をつくる 葉山東 

２ 簡単レシピの料理教室の開催 治田 

３ 家族の健康料理教室を開催する 大宝 

５ 料理を学ぶ機会をつくる 治田東 

○健康教室等の開催 

 （８件） 

５ 安全な運動の仕方を学習する 治田東 

１ 地域で歩こう会の実施 治田 

１ 運動が継続できる環境をつくる 治田西 

２ 高齢者が得意な分野、特技を教える機会をつくる 葉山 

２ 
ふれあいまつりで健康知識を体験しながら理解するイベント

を開催 
大宝西 

３ 学区全体で健康に関するイベントを開催する 大宝東 

４ 地域でイベントをする 治田東 

４ 簡単で楽しく健康づくりのできる場をつくる 大宝東 

○健康活動の場づくり 

（８件） 

５ 地域で趣味の会をたちあげる 治田東 

１ 良かったことを教えあう 金勝 

１ 独居老人のための話し合える場をつくる 葉山 

２ 年代別の問題を話し合い考え合う機会を作る 金勝 

３ 地域での情報共有（健康について考えあう） 治田東 

５ 自治会が健康に関する情報交換 葉山 

○情報交換の場づくり 

（６件） 

６ 行政等の専門家による情報提供の場を設ける 葉山 

１ 若いときから健診を受ける（自らの健康状態を知る） 治田東 ○地域における健診の実施 

（２件） ５ 声をかけあって健康チェックと健診のすすめをする 大宝 

２ 癒しの場所をつくる 治田西 

２ 笑うためのイベントを開催する 大宝 

３ 自治会で楽しくつくって食べて話す場をつくる 葉山東 

○心の健康の場づくり 

（４件） 

３ 楽しい仲間づくり 治田 

２ 栄養について学ぶ場や話し合う場をつくる 治田東 

３ 食環境づくり（健康を保つために） 治田西 

４ 地域で野菜（無農薬）の栽培 葉山東 

○食環境の改善活動 

（４件） 

７ 季節の食材を使った会食会を開催する 大宝東 

３ 足腰を鍛える 金勝 

３ 地域の集まりの時に必ず体操する 大宝 

３ 老人会の組織化をする 葉山 

４ 地域（自治会）の高齢者が参加しやすい環境づくり 葉山 

５ ウォーキングマップの作成 治田東 

○その他（６件） 

６ 地域の集会所を禁煙にしていく 大宝 
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Ｄ．「障害」に関する活動内容のまとめ 

活動内容 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 障害者及び保護者とのコミュニケーションを図る場をつくる 治田 

１ 
地域で障害のある方もない方もみんなが参加できる場をつく

る 
治田西 

１ 地域で参加しやすい行事を開催する 治田東 

２ 障害者との懇談の場をつくる 金勝 

２ 障害者との交流の場をつくる 治田 

２ 障害者団体の交流会に参加する 大宝 

２ 障害者の家庭同士の交流の場をつくる 大宝西 

２ 地域で交流の場をつくる 大宝西 

３ 障害者と家族との交流の場をつくる 金勝 

３ 障害者（児）との交流の機会をつくる 葉山 

３ 障害者と交流する場を設ける 葉山東 

３ 地域住民と交流の場を設ける 葉山東 

４ 近所同士のコミュニケーションを図る 治田西 

４ 障害者の家族との交流を深める 治田東 

○障害者との交流の場づくり 

 （１５件） 

５ 障害者施設を訪問し交流する 大宝 

１ 障害の特性を理解するための学習会をする 金勝 

１ 障害を理解するための学習会をひらく 大宝 

２ 障害についての研修の場をつくる 葉山 

２ 作業所などを見学する 大宝西 

３ 障害に対する学習の場をつくる 治田 

３ 勉強会を開く 大宝西 

４ 障害のある方から直接話を聞く場を設ける 葉山東 

４ 地域で勉強会を行う 葉山東 

○理解する学習の場づくり 

 （９件） 

５ 学校での教育を行う 葉山東 

１ 障害者にはたらきかけて情報を集める 葉山 

１ 家庭訪問をしたりアンケートをとったりする 大宝西 

３ 障害者の意見を聞く 治田東 

３ 地域のコミュニケーションを良くする 大宝 

４ 障害者のリストを作成する 大宝 

５ 訪問をして情報を得る 治田西 

○状況把握のための活動 

 （７件） 

７ 家族から情報を聞く 治田西 

１ 地域で非常時における住民台帳をつくる 葉山東 

２ 地域に関係機関の組織図をつくる 治田西 

３ 緊急時に必要なものをリストアップして準備する 治田西 

５ 地域で自主防災組織（障害者を含めた）をつくる 葉山 

○緊急時に備えた仕組づくり 

 （５件） 

６ 福祉防災の地図をつくる 葉山 

２ 障害者のイベントに参加する（ボランティアに行く） 葉山東 

２ 送迎ボランティアを確保する 治田東 

４ 障害者の活動にボランティア参加を募る 金勝 

○ボランティア活動の推進 

 （４件） 

４ 障害者団体の活動にボランティアとして参加する 治田東 

４ 地域の危険箇所を確認する 葉山 

４ 自治会内の危険箇所の調査点検 治田 
○環境の点検 

 （３件） 
５ 地域内の環境（バリア）を点検する 金勝 

４ 地域の相談窓口をつくる 大宝西 
○その他（２件） 

６ 障害者と行政とのパイプ役を育てる 大宝 
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Ｅ．「コミュニティ」に関する活動内容のまとめ 

活動内容 優先順位 具体的内容 小学校区 

１ 多くの住民が参加する行事をする（自治会、学区） 葉山 

１ 子どもを中心とした事業をつくる 葉山東 

１ 魅力のある行事を開催する 治田 

３ 子どもを中心とした事業を開催する 葉山 

３ みんなが参加できる事業をする 大宝 

○魅力あるイベントの開催 

 （６件） 

４ みんなが参加できるイベントをする 治田東 

１ 世代交流ができるイベントを定期的に行う 金勝 

１ 文化・歴史を学ぶ 大宝 

２ 地域の団体が交流することで情報を集める 葉山 

○世代交流、地域交流 

 （４件） 

５ いろんな会との交流の機会をつくる 大宝東 

１ 皆が好きだと思われる内容を企画する 大宝西 ○地域活動の充実 

 （２件） ２ 身近なところでグループやサークルをつくる 治田 

１ 住民台帳をつくる 治田東 

３ 交流の場から情報を集める 金勝 

３ 一戸建ては班長さんに把握してもらう 治田 

○住民の情報把握（名簿） 

 （４件） 

４ 組単位（隣組）で確認できる体制をつくる 大宝西 

１ 自治会活動の企画内容を工夫する 治田西 

４ 助け合いの心を育てる活動をする 葉山東 
○意識啓発活動 

 （３件） 
７ 参加への啓発 治田西 

２ 中高生をスタッフとしてイベントに参加してもらう 金勝 

２ 人材を掘り起こす 葉山東 

２ 人材を発掘する場をつくる 大宝 

２ 若い人が参加しやすい事業を行う 大宝西 

２ 役員は責任のバトンタッチをする 大宝西 

３ リーダーをフォローするしくみをつくる 葉山東 

３ リーダー、世話役の発掘、育成 治田西 

４ リーダーを捜す、ボランティアを探す 葉山 

４ リーダー育成、組織づくり 治田西 

○人づくり 

 （１０件） 

５ 人材情報収集 大宝 

３ 自主防災体制をつくる 治田東 ○緊急時に備えた仕組づくり 

 （２件） ４ 地域をまわって情報を集める 大宝西 

２ 子どもの居場所づくり 治田西 

２ あいさつ運動をする 治田東 

３ 使いやすい手続きにする 大宝西 

４ 情報提供する 大宝 

４ 出にくい方の外出を支援する 大宝西 

５ 足で情報を集める 葉山 

５ 入居者に行事の参加を呼びかける 治田西 

６ オーナーは交流ができるよに働きかける 治田西 

６ ご近所づきあいを大切にする 大宝東 

７ 入居者は役員をして自治会に対して意見を言う 治田西 

７ 親への意識改革 治田西 

８ 現状の点検・見直し 治田西 

○その他（１３件） 

９ 具体的な候補地をあげ行政に働きかける 治田西 
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６．活動内容の取り組み例 

第２回地域懇談会における各グループの検討では、活動内容の優先順位の高いものについ

て、その具体的な取り組み方策を検討していただきました。その内容を以下に紹介します。 

 
（１）金勝小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【高齢者リスト（名簿）の作成】 

１．概要  自治会単位で関係者が集まり情報交換をする。 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：毎月１回 

スタッフ：自治会長、班長等（民生委員・児童委員） 

内容  ：高齢者のマップつくり 

３．準備すること 
・住宅地図 

・関係者は情報収集しておく 

・地域住民への周知、協力依頼 

４．課題  ・無理解者への対応 

 

Ｂ．子ども テーマ：【通学路の立番を充実する】 

１．概要  登校、下校時に地域ぐるみで立番する。 

２．具体的な活動内容 
各分団で日時、場所、当番を決めて立番する。 

３．準備すること 
・通学路を点検して危険箇所を特定する 

・時期：新学期までに 

・スタッフ：地域の各団体 

４．課題  ・リーダー不在 

・継続性 

 

Ｃ．健康 テーマ：【良かったことを教えあう場をつくる】 

１．概要  健康に関連する「良かった」と思うこと（食品、食事、運動など）を、地域の行事に参

加して情報を共有する。 

２．具体的な活動内容 
場所  ：各活動場所（自治会館など） 

時期  ：毎月１回 自治会広報誌、ＩＴ通信 

スタッフ：健康推進員、健康に興味のあるボランティア 

３．準備すること 
・情報の取材と原稿づくり（デジカメ、パソコン） 

・各家庭へＦＡＸで送信する 

・パソコン（メールで） 

・ポストを設置 

４．課題  ・パソコンやＦＡＸ等の普及を支援 

・個人情報の壁 
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Ｄ．障害 テーマ：【障害の特性を理解するための学習会をする】 

１．概要  身体障害者との交流をし、障害についての理解を深める。 

２．具体的な活動内容 
場所  ：コミュニティセンター金勝 こんぜの里 

時期  ：春（桜の時期）、秋（紅葉の時期） 

スタッフ：地域振興協議会、ボランティア 

イベント：ハイキング（障害者との交流） 

推進主体：地域振興協議会 

３．準備すること 
・道中の安全確認 

・ボランティア募集 

・参加者への案内 

・車椅子、用具の確保 

４．課題  ・ボランティア確保 

・予算の確保 

 

Ｅ．コミュニティ テーマ：【世代交流が出来るイベントを定期的に行う】 

１．概要  各自治会の公園において定期的にグラウンドゴルフ大会を行う。 

２．具体的な活動内容 
場所  ：各自治会の公園（広場） 

時期  ：２ヶ月に１回 日曜日 午前中 

スタッフ：グラウンドゴルフ有志（自治会、子ども会など年齢不問） 

イベント：グラウンドゴルフ 

推進主体：各自治会 

３．準備すること 
物品  ：競技道具 

スタッフ：現グラウンドゴルフ有志が集める 

参加者募集：各自治会が広報で募集する 

４．課題  幅広く参加者を集めること 
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（２）葉山小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【小さなグループで交流の場をもつ】 

１．概要  夏祭り（運動会）で高齢者が楽しめる企画をする 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

スタッフ：組単位に集まる 

イベント：高齢者が参加しやすい内容を企画する 

推進主体：自治会 

３．準備すること 
・日時、予算を決めておく／イベントのお知らせ／実行委員会との調整 

４．課題  ・高齢者のニーズ調査 

 

Ｂ．子ども テーマ：【笑顔であいさつ 地域のみんな】 

１．概要  自然に挨拶できる地域の雰囲気をつくる 

２．具体的な活動内容 
内容  ：親子料理教室 

場所  ：コミュニティセンター葉山 

時期  ：２月、５月、９月、１２月 

スタッフ：健康推進員を中心に料理好きのボランティア 

３．準備すること 
・食材調達 もちより 

地域の農家へ子どもたちと一緒に協力依頼 

子どもが買い物に行く 

４．課題  ・対象者をどうするか（年齢、人数） 

・予算はどこから？（会費徴収？） 

 

Ｃ．健康 テーマ：【独居老人のための話し合える場をつくる】 

１．概要  日頃の話しかけにより、出やすい環境をつくる。 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：毎月１回 

スタッフ：民生委員・児童委員、女性部会、ボランティア（自治会内） 

内容  ：簡単な食事をとりながらお話を聞く 

３．準備すること 
・スタッフ：自治会役員と民生委員・児童委員、ボランティアの募集 

・予算の確保：自治会予算、行政の補助 

・自治会内での位置づけ 

４．課題  ・スタッフが日頃から話しかけて関係づくりをする 

・内容に変化を持たせる 
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Ｄ．障害 テーマ：【障害者にはたらきかけて情報を集める】 

１．概要  アンケートを実施して対象者を把握する 

２．具体的な活動内容 
対象  ：各自治会ごと 

時期  ：年度当初（毎年度） 

スタッフ：自治会役員と民生委員・児童委員、ボランティア 

事業  ：アンケート調査（事業要望、要支援、登録志望、等） 

推進主体：地域振興協議会 

３．準備すること 
・アンケート内容の検討 

・ボランティアの募集、配布回収方法 

４．課題  ・アンケート拒否者への対応 

・ボランティアの募集 

・情報の保管 

 

Ｅ．コミュニティ テーマ：【多くの住民が参加する行事をする】 

１．概要  子ども、障害者、高齢者等 多くの世代が参加できる事業をする。 

２．具体的な活動内容 
内容  ：「敬老会・球技大会」＋防災訓練 

場所  ：小学校など人がたくさん集まれるところ 

時期  ：敬老の日あたり 

スタッフ：各役員、団体代表、ボランティア（幅広い年代） 

３．準備すること 
・招待状を出す 

・会場の設定 

・子ども会への投げかけ 
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（３）葉山東小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【地域で世代を越えて集まる場をつくる】 

１．概要  自治会などで世代を越えて交流できる場をつくる 

（一人暮らし高齢者、男性の高齢者） 

２．具体的な活動内容 
・ボランティア活動（環境整備） 

・趣味を生かした活動（スポーツ） 

・子どもを中心とした活動（幅広い年代） 

３．準備すること 
・リーダーになる人を中心として幅広い年代の人たちに参加してもらうよう行事内容を

工夫する 

４．課題  ・継続して事業を実施していくことが大切 

・参加しやすい時期・時間帯の設定 

 

Ｂ．子ども テーマ：【世代間の交流を促進する】 

１．概要  地域の活動に全員参加できる内容、しくみづくりをする 

２．具体的な活動内容 
場所  ：日向山 

時期  ：春、秋 

スタッフ：子ども会（ＰＴＡ）、自治会、老人会 

イベント：自然に親しむ体験企画 

３．準備すること 
・日向山整備 

・企画する人の組織づくり 

・ポスター作成 

４．課題  ・日向山を利用する際の許可申請はどこ？ 

・対象者のチーム分け、人数は？ 

 

Ｃ．健康 テーマ：【健康教室をシリーズで開催する】 

１．概要  料理、運動、教養等各種テーマで継続して開催 

２．具体的な活動内容 
場所  ：コミュニティセンターまたは各自治会館その他をまわる 

時期  ：毎月１回 

スタッフ：その分野ごとに得意な人に依頼する（ボランティア） 

イベント：料理教室、登山、ウォーキング 等 

推進主体：地域振興協議会を中心に実行委員会 

３．準備すること 
・得意な人を捜す（人材探し） 募集と推薦 

・場所の確保 

・保険に加入する 

・安全確認 

４．課題  ３．と同じ 
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Ｄ．障害 テーマ：【地域で非常時における住民台帳をつくる】 

１．概要  災害時（非常時）に備えて各自治会単位で住民台帳をつくる 

２．具体的な活動内容 
・各自治会ごとに担当者と期限を決めて、全住民の台帳をつくる 

・支援を必要とする人は自己申告してもらう 

・台帳管理は自治会長（民生委員・児童委員） 

・年２回程度見直しを行う 

３．準備すること 
・台帳様式と自己申告内容の検討 

・自治会内での推進主体をつくる 

４．課題  ・個人情報をいかに保護するか 

・支援を必要とする人にいかに申し出てもらえるか 

 

Ｅ．コミュニティ テーマ：【子どもを中心とした事業をつくる】 

１．概要  高齢者から子どもへ昔の遊びを教えてもらう 

２．具体的な活動内容 
場所  ：コミュニティセンター、小学校 

時期  ：毎月第三土曜日 

スタッフ：コミュニティセンター活動推進委員、老人クラブ、有志ボランティア 

３．準備すること 
・場所：部屋の確保 

・スタッフ：広報誌・ポスターによる募集 

・物品：遊び道具 

４．課題  ・予算 

・チームづくり 

 



- 133 - 

（４）治田小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【魅力あるサロンをつくる】 

１．概要  魅力あるサロンをつくる 

２．具体的な活動内容 
場所  ：各自治会館 

時期  ：年１回 午前中 

スタッフ：ボランティア 

推進主体：サロン世話人 

３．準備すること 
・興味のあること、得意なことを聞き出す 

・ボランティアスタッフの募集 

４．課題  ・ボランティアの募集 

・イベントの企画 

 

Ｂ．子ども テーマ：【地域交流の場をつくる】 

１．概要  異世代交流に参加することで親の教育力を高める 

２．具体的な活動内容 
・自治会夏祭り 

・各区民運動会 

３．準備すること 
・協議内容の工夫 

・役割分担 

・参加賞の工夫 

・魅力あるお知らせ 

４．課題  ・スタッフの掘り起こし 

・予算の検討 

 

Ｃ．健康 テーマ：【地域で歩こう会の実施】 

１．概要  安心して誰もが歩けるコースで「歩こう会」を継続して実施する 

２．具体的な活動内容 
集合場所：公園 

時期  ：春、秋 休日（月１回） 

スタッフ：自治会の役員 

推進主体：自治会 

内容  ：30分～１時間のコースを歩く 

    マンネリ化しないように年間のイベントを考える 仲間づくり 

３．準備すること 
・安全なコースの選定 

・引率者、監視員の指導 

・持ち物、着るものの指導 

・対象者：自治会員全員 

４．課題  ・自治会行事が増えて役員の負担が増える 
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Ｄ．障害 テーマ：【障害児者との交流の場をつくる】 

１．概要  カラオケで障害児者との楽しい交流をしよう 

２．具体的な活動内容 
場所  ：コミュニティセンター治田 

時期  ：年３回（６月、１１月、２月） 

スタッフ：障害者、保護者、地域振興協議会、民生委員・児童委員 

     中学生以上のボランティアによる実行委員会 

イベント：カラオケ大会 

３．準備すること 
・会場使用申請、実行委員会開催 

・会場準備及び備品調達 

・ボランティアの募集 

・案内、チラシの作成 

・参加賞の準備 

４．課題  ・障害児者への参加の呼びかけ、送迎 

・ボランティアの確保 

 

Ｅ．コミュニティ テーマ：【魅力のある行事を開催する】 

１．概要  みんなが参加できる行事（仮称：治田住民まつり） 

２．具体的な活動内容 
場所  ：小学校のグラウンド 

時期  ：春、夏、秋 ３回 

スタッフ：住民有志 

イベント：住民により検討 

推進主体：住民有志 

３．準備すること 
・スタッフ募集 

・内容のアンケート 

・スポンサーの確保 

４．課題  ・イベントの企画 

・住民の参加呼び込み 
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（５）治田西小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【ネットワークをつくる】 

１．概要  緊急時に困ることのないような情報の共有化を図る（高齢者、一人暮らし等） 

２．具体的な活動内容 
組・班で情報把握、共有化を行う 

３．準備すること 
・イベントを通して交流・仲間つくりを行う 

・運動会、夏祭り、サロン、ふれあいまつり 

４．課題  ・住民の意識改革／魅力あるイベント 

・きっかけづくり（声かけ） 

 

Ｂ．子ども テーマ：【自治会単位で世代間交流を実施】 

１．概要  自治会館等で子どもを育てる意識を高めるために、三世代交流会を実施 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：不定期 月４回 

     1.5～2時間で時間帯は曜日による 

スタッフ：ボランティア ５名 

内容  ：宿題、遊び 

推進主体：子どもを育てる会 

３．準備すること 
・ボランティアの募集 

・費用、参加費 （工作材料など） 

４．課題  ・参加しやすい日時の設定 

 

Ｂ．子ども テーマ：【地域の指導者の掘り起こしをする】 

１．概要  地域の指導者が活躍できる場をつくる 

２．具体的な活動内容 
・地域でアンケートを実施する（得意分野を知る） 

・人材バンクを設ける 

スタッフ：地域の育成担当、子ども会 

推進主体：自治会 

３．準備すること 
・アンケートの作成（内容検討） 

４．課題  ・人材バンクに登録してくれる人がいないかもしれない 
 

Ｃ．健康 テーマ：【運動が継続できる環境をつくる】 

１．概要  いつでも誰でも参加できる健康づくりの場（行事）をつくる 

２．具体的な活動内容 
場所  ：施設の開放 

時期  ：毎日（指導者がいるのは週１回又は月１回） 

活動方法：自主かつどう講習会（健康づくりの） 

推進主体：地域振興協議会（小地域化） 
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３．準備すること 
・指導者の依頼 

・施設の借用 

・安全確認 

・運動器具（用具） 

・健康器具（血圧計、万歩計など） 

 

Ｄ．障害 テーマ：【地域で障害のある方もない方もみんなが参加できる場をつくる】 

１．概要  イベント（サロン、避難訓練等）を開催してコミュニケーションを図る 

２．具体的な活動内容 
・ふれあいサロンの開催 

・避難訓練の実施 

場所  ：○○自治会館及び公園 

時期  ：・サロン：毎月第３日曜日 

・訓練 ：年１～２回 

スタッフ：○○自治会住民 

推進団体：○○自治会・各種団体 

３．準備すること 
・予算（自治会総会） 

・計画書の作成 

４．課題  ・イベントの企画 

・実施時期 

 

Ｅ．コミュニティ テーマ：【自治会活動の企画内容を工夫する】 

１．概要  親・子どもの参加しやすい行事を増やす 

２．具体的な活動内容 
場所  ：各自治会 

時期  ：随時 

スタッフ：自治会役員及びボランティア 

イベント：左義長 昔遊びなど 

推進主体：自治会各種団体 

３．準備すること 
場所  ：菌神社 

時期  ：１月第２週 

スタッフ：自治会役員及びボランティア 

推進主体：自治会 

４．課題  ・場所の確保 

・竹等材料の確保 
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（６）治田東小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【一人暮らし高齢者の方の名簿を地域でつくり声をかけあう】 

１．概要  近所に「お茶飲み会」をつくる 

２．具体的な活動内容 
カラオケ、囲碁、将棋、歌声喫茶、魚釣り会を定期的に開く→名簿作成 

３．準備すること 
・近所の有志を募り、得意分野で役割分担 

４．課題  ・どこまで馴染みの関係になって名簿づくりに協力していただけるか 

 

Ｂ．子ども テーマ：【読書会をする】 

１．概要  親子で参加してもらい、昔の遊びやスポーツ等を交えながら、読み聞かせをして 

子どもの情操教育をする 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館、多目的広場等 

時期  ：年２～３回 

スタッフ：ボランティア有志 

イベント：スポーツ、昔の遊び 

推進主体：自治会、子ども会、ＰＴＡ 

３．準備すること 
・参加チラシ 

・指導者 

４．課題  ・参加者の募集方法 

 

Ｃ．健康 テーマ：【自らの健康状態を知るために健診を受ける人を増やす】 

１．概要  悪いところが出てない若い頃から、必ず健診を受けて自分の身体の健康状態を知る。 

勤めていなくて家にいる人や自営の人、子育て中の若いお母さん、受けにくい人が受け

られるように自治会単位で健診を実施する。 

２．具体的な活動内容 
場所  ：各自治会館 

時期  ：通年 日をかえて会場をまわる 

スタッフ：健診業者、自治会の役員、健康推進員、地域の中のボランティア 

内容  ：健康診断→健診後に結果を話し合う学習会→料理教室・運動教室 

推進主体：地域振興協議会を中心に実行委員会 

４．課題  ・地域に出ない人をどうするか／継続性をもたせるにはどうするか 

・人材の掘り起こし（公募、口コミ）→ボランティアにつなげていく 

→いろんな人材が必要（啓発スタッフ、お迎えスタッフ、子どもを面倒見るスタッフ、

看護師さんなどのスタッフ、栄養士さんなどのスタッフ） 

 

Ｄ．障害 テーマ：【地域で参加しやすい行事を開催する】 

１．概要  地域でバーベキューとカラオケの会を開催する 

２．具体的な活動内容 
場所  ：なごやかセンター 駐車場 

時期  ：春と秋 年２回 

参加者 ：障害者、家族、地域の住民 
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スタッフ：送迎ボランティア、介護ボランティア、 

    地域振興協議会、民生委員・児童委員 

    各障害者団体の長 

３．準備すること 
・ボランティアの募集、参加案内 

・材料、備品の調達、場所の下見 

４．課題  ・費用の確保／ボランティア・スタッフの確保／緊急時の対応／トイレの確保 

・参加者の把握／送迎用の車の確保／家族の協力体制 

 

Ｅ．コミュニティ テーマ：【住民台帳をつくる】 

１．概要  災害時に助け合える町をつくるために、住んでいる人の情報を把握する 

２．具体的な活動内容 
範囲：自治会 

自治会役員会で検討し、アンケートを記入してもらい、回収する。 

自治会長が保管する。ただし、記入内容は個人の自由とする 

推進主体：自治会役員会 

３．準備すること 
・アンケートの内容を検討する 

４．課題  ・実施するにあたり、住民の理解を得られるか 

・財源 
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（７）大宝小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【小学校区単位で集まる場所をつくる】 

１．概要  自由に高齢者が出入りできる生きがい活動のできる場をつくる 

２．具体的な活動内容 
場所  ：コミュニティセンター（大宝） 

時期  ：月１回 午前中 

スタッフ：ボランティア 

イベント：サロン喫茶他 

推進主体：ボランティアグループ 

３．準備すること 
・場所：コミュニティセンターの畳の部屋 

・スタッフ：ボランティアグループをつくる 

４．課題  ・スタッフの募集・講習／イベントの企画 

 

Ｂ．子ども テーマ：【教育方針を共有するために】 

１．概要  学校、教育委員会、家庭の教育方針を一致させることで子どもが安心でき、 

迷わないようにする 

２．具体的な活動内容 
場所  ：学校、コミュニティセンター 

時期  ：前期の初め（４月） 

     後期の初め（１０月） 

スタッフ：教育委員会、学校、ＰＴＡ 

推進主体：教育委員会、学校、ＰＴＡ 

３．準備すること 
・会場の確保 

・啓発のビラ作成、配布 

４．課題  ・託児 

・ニーズの掘り起こし 

・参加者の募集方法 

 

Ｃ．健康 テーマ：【地域で健康教室を開催する】 

１．概要  健康に関する教室を開催する 

（生活習慣病をシリーズで開催する／最後は楽しいイベントを開催） 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：平日 19:30～（定期的 月１回開催） 

スタッフ：市の保健師、医療関係者、自治会役員 

イベント：生活習慣病をシリーズで学習し、最後は心の健康づくりのために笑いの 

イベントを開催、実践する 

内容  ：健康診断→健診後に結果を話し合う学習会→料理教室・運動教室 

推進主体：自治会 

４．準備すること 
・講師 

・スタッフの調整 

 



- 140 - 

Ｄ．障害 テーマ：【障害を理解するための学習会をひらく】 

１．概要  誰もが障害を理解するための学習会を開く 

２．具体的な活動内容 
場所  ：各自治会館 

時期  ：月１回 

スタッフ：自治会福祉担当、当事者、ボランティア 

イベント：学習会、交流会 

推進主体：自治会福祉担当 

３．準備すること 
・参加案内作成 

・ボランティア募集 

・学習内容の検討 

４．課題  ・障害の種類 

・学習の進め方 

 

Ｅ．コミュニティ テーマ：【文化・歴史を学ぶ】 

１．概要  地域の人に文化・歴史を聞く 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：月１回以上 

スタッフ：先人達、仕掛人 

イベント：体験学習 

推進主体：自治会 

３．準備すること 
・先人達（講師）依頼 

・参加者の募集 

４．課題  ・ニーズの掘り起こし 

・企画（みんなが楽しめる、学べる） 

・運営（つづけていくには？） 
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（８）大宝東小学校区 

Ｂ．子ども テーマ：【地域の伝統行事を大切にする】 

１．概要  楽しい盆踊り大会を開催する（小学校区全体） 

正調の部と仮装の部（優秀者は表彰する） 

２．具体的な活動内容 
場所  ：大宝東小学校（雨天決行） 

時期  ：夏休み 

スタッフ：人づくり部会 

イベント：ちょうちんを子どもがつくる／高齢者が子どもに盆踊りを教える 

推進主体：人づくり部会 

３．準備すること 
・やぐら・紅白の幕／踊りの人数を確保／団扇、模擬店（業者に任せる） 

・音頭とり、踊りの先生 

４．課題  ・人集めと金集め 

・遊具のチェック 

 
Ｂ．子ども テーマ：【昔の遊びを教える会をつくる】 

１．概要  想像力豊かな子どもを育てるために昔の遊びで楽しみましょう 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：月１回 

スタッフ：遊びを知っているボランティアがグループで各自治会を交互に廻る 

推進主体：自治会 

３．準備すること 
・遊び道具の材料 

・一緒に遊び、協力してくれるボランティアの募集 

・啓発チラシをつくる 

４．課題  ・スタッフの募集・支援・発掘 

・子どもが継続して参加してもらうための工夫 
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（９）大宝西小学校区 

Ａ．高齢者 テーマ：【緊急時の対応システムをつくる】 

１．概要  自治会内の一人暮らし高齢者のリストを作成する 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：平成１９年１月から 

スタッフ：自治会役員、民生委員・児童委員、老人クラブ役員有志 

推進主体：自治会 

３．準備すること 
・住宅地図 

・把握している情報のもちより 

４．課題  ・追跡調査の実施 

 

Ｃ．健康 テーマ：【生活習慣改善のための運動教室を開催する】 

１．概要  身近な自治会館で運動の教室をシリーズで開催する 

（生活習慣病についての話を盛り込む） 

２．具体的な活動内容 
場所  ：自治会館 

時期  ：毎月１回 日曜日 10:00～ 

スタッフ：運動に関する講師、自治会の役員、健康推進員 

     市の保健師、医師、栄養士 

イベント：年１回のふれあいまつりで健康に関する体験学習を開催 

推進主体：自治会 

３．課題  ・お金をかけないでできるように地域の人材発掘 

・実施内容についてアイデア募集 

・スタッフの募集 

・リーダーの発掘 

 

Ｄ．障害 テーマ：【家庭訪問をしたりアンケートをとったりする】 

１．概要  障害者とその家族が何を求めているか知る 

２．具体的な活動内容 
場所  ：○○自治会（全戸） 

時期  ：５月下旬 

スタッフ：自治会役員、ボランティア 

推進主体：○○自治会○○の会 

３．準備すること 
・自治会名簿 

・聞き取り用紙（アンケート用紙） 

・事前通知文書 

４．課題  ・自治会での承認 

・聞き取り内容の作成 

・個人情報の取り扱い 
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Ｅ．コミュニティ テーマ：【皆が好きだと思われる内容を企画する】 

１．概要  子ども、若い人、障害者、高齢者もすべて住民が参加できる活動を行う 

４．課題  ・いかにして実行するか 

・参加したくない活動にも参加するという意識を住民が持つかということ 
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(H18.10.2～H20.3.31) （敬称略）

委　員　名 備　　考

 　 清 水　和 美

地域福祉分野 社会福祉協議会会長  ◎ 原 田　昇

高齢者分野 特別養護老人ホーム淡海荘荘長  　 三 木　源 司

障害者分野 なかよし福祉会理事長  　 宮 城  安 雄

子ども・家庭分野 グランマの家保育園園長  　 北 田　勇

保健・医療分野 草津・栗東医師会代表（前任）  　 松 下　敞  ～H19.3.31

保健・医療分野 草津・栗東医師会代表  　 宇 都 宮　琢 史  H19.4.1～

ボランティア・ＮＰＯ
団体関係者

ボランティア・市民活動支援センター  　 鈴 木　喜 美 子

民生委員児童委員 民生委員児童委員協議会連合会長  　 三 浦　忠 男

民生委員児童委員 民生委員児童委員協議会連合会代表  　 里 内　利 加

女性団体関係者 女性団体連絡協議会会長  　 尾 田　昭 代

学校関係団体
子ども会指導者・育成者連絡協議会会長
（前任）  　 佐 々 木　元 秀  ～H19.3.31

学校関係団体 子ども会指導者・育成者連絡協議会会長  　 田 中　康 子  H19.4.1～

障害者団体関係者 心身障害児（者）連合会会長  　 片 岡　茂 夫

高齢者団体関係者 老人クラブ連合会会長  　 青 木　藤 和

地域コミュニティ組織
関係者

自治連合会会長（前任）  　 田 中　廣 治  ～H19.3.31

地域コミュニティ組織
関係者

自治連合会会長  　 山 本　喜 三 雄

地域コミュニティ組織
関係者

自治連合会会長代理  ○ 杉 本　貞 夫  H19.4.1～

人権対策関係者 同和対策促進連絡協議会代表  　 田 中　一 夫

治田小学校校長  　 田 中　和 子

　　◎印は策定委員長

　　○印は策定副委員長

　教 育 関 係 者

構　　　　成

　公 募 市 民

 資料４：地域福祉計画策定委員会委員名簿
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